
JP 2020-2770 A 2020.1.9

10

(57)【要約】
【課題】既設主桁に与える損傷を極力少なくしつつ、ワ
イヤーソーを用いて、既設主桁の上フランジ上のコンク
リートとずれ止めを既設主桁の上フランジの上面と略平
行な方向に同時に切断することができる既設コンクリー
ト床版の切断装置を提供する。
【解決手段】無端状のワイヤーソー３０と、既設コンク
リート床版１０２が上方に配置されている既設主桁１０
４の上フランジ１０４Ａの上面近傍を、該上フランジ１
０４Ａの上面から上方に所定の距離を保って、該上フラ
ンジ１０４Ａの上面と略平行な方向に前記ワイヤーソー
３０が進むように案内するガイド部材４０と、を有する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無端状のワイヤーソーと、
　既設コンクリート床版が上方に配置されている既設主桁の上フランジの上面近傍を、該
上フランジの上面から上方に所定の距離を保って、該上フランジの上面と略平行な方向に
前記ワイヤーソーが進むように案内するガイド部材と、
を有することを特徴とする既設コンクリート床版の切断装置。
【請求項２】
　前記ガイド部材の上面の高さ位置は、前記既設主桁の前記上フランジの上面の高さ位置
よりも２～２０ｍｍ上方であることを特徴とする請求項１に記載の既設コンクリート床版
の切断装置。
【請求項３】
　前記既設主桁の前記上フランジの上面および下面を挟み込むようにして前記既設主桁の
前記上フランジに取り付けられている取り付け部材をさらに備えており、
　前記ガイド部材は、前記取り付け部材を介して、前記既設主桁の前記上フランジに取り
付けられていることを特徴とする請求項１または２に記載の既設コンクリート床版の切断
装置。
【請求項４】
　前記取り付け部材には樋部材が取り付けられており、該樋部材は、その長手方向が前記
ガイド部材の長手方向と略平行になるように、かつ、前記ガイド部材の下方に位置するよ
うに配置されていることを特徴とする請求項３に記載の既設コンクリート床版の切断装置
。
【請求項５】
　前記ガイド部材は、断面形状がＬ字形の鋼材であることを特徴とする請求項１～４のい
ずれかに記載の既設コンクリート床版の切断装置。
【請求項６】
　前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置する既設コンクリート床版の部位に対して
前記既設主桁の長手方向と直交する方向に重心位置が位置するように配置されていて、か
つ、前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置する前記既設コンクリート床版の部位に
取り付けられていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の既設コンクリート
床版の切断装置。
【請求項７】
　前記既設主桁は複数あって、その長手方向と直交する方向に隣り合うように配置されて
おり、前記切断装置は棒状の転倒防止部材をさらに備えており、該転倒防止部材は、隣り
合うように配置されている前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置する前記既設コン
クリート床版の部位に該部位を架け渡すように取り付けられていることを特徴とする請求
項６に記載の既設コンクリート床版の切断装置。
【請求項８】
　前記既設主桁に対して前記既設主桁の長手方向と直交する方向に重心位置が位置するよ
うに配置されていて、かつ、前記既設主桁のウェブに取り付けられていることを特徴とす
る請求項１～５のいずれかに記載の既設コンクリート床版の切断装置。
【請求項９】
　前記既設主桁に対して上方に重心位置が位置するように配置されていて、かつ、前記既
設主桁の前記上フランジの上方に位置する前記既設コンクリート床版の部位に取り付けら
れていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の既設コンクリート床版の切断
装置。
【請求項１０】
　前記既設主桁は複数あって、その長手方向と直交する方向に隣り合うように配置されて
おり、
　前記切断装置は、隣り合うように配置されている前記既設主桁の前記上フランジの上方
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に位置する既設コンクリート床版の部位に該部位を架け渡すように取り付けられており、
　前記ガイド部材は、隣り合うように配置されている前記既設主桁の前記上フランジにそ
れぞれ取り付けられており、
　前記ワイヤーソーを架け替えることで、隣り合うように配置されている前記既設主桁の
前記上フランジの上方に位置する前記既設コンクリート床版の部位を順次切断できること
を特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の既設コンクリート床版の切断装置。
【請求項１１】
　前記切断装置は棒状の転倒防止部材をさらに備えており、該転倒防止部材は、隣り合う
ように配置されている前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置する前記既設コンクリ
ート床版の部位に該部位を架け渡すように取り付けられていることを特徴とする請求項１
０に記載の既設コンクリート床版の切断装置。
【請求項１２】
　前記既設主桁に支持されている既設コンクリート床版の下面に取り付けられていること
を特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の既設コンクリート床版の切断装置。
【請求項１３】
　前記既設主桁は複数あって、その長手方向と直交する方向に隣り合うように配置されて
おり、
　前記切断装置は、隣り合うように配置されている前記既設主桁の間に位置する既設コン
クリート床版の下面に取り付けられており、
　前記ガイド部材は、隣り合うように配置されている前記既設主桁の前記上フランジにそ
れぞれ取り付けられており、
　前記ワイヤーソーを架け替えることで、隣り合うように配置されている前記既設主桁の
前記上フランジの上方に位置する前記既設コンクリート床版の部位を順次切断できること
を特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の既設コンクリート床版の切断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、既設コンクリート床版の切断装置に関し、詳細には、既設主桁に与える損傷
を極力少なくしつつ、既設主桁の上フランジ上の既設コンクリート床版を、該既設主桁の
上フランジの上面と略平行にワイヤーソーで切断する既設コンクリート床版の切断装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　橋梁の床版は、橋梁を通行する車両等の荷重を直接的に支持する部材であり、橋梁の高
齢化に伴う経年劣化等によりその損傷が問題となっており、既設コンクリート床版を新設
の床版に取り替える事例が増加している。
【０００３】
　一方、既設コンクリート床版を取り替える際には橋面を一時交通規制する必要があり交
通に影響を与えるため、交通規制期間の抑制が重要な課題となっており、中でも主桁の上
フランジに頭付きスタッド等のずれ止めが配置されて主桁の上フランジと既設コンクリー
ト床版が接合している合成桁橋では、主桁と既設コンクリート床版を容易に剥離させるこ
とが困難で既設コンクリート床版の撤去に手間がかかるため、より効率的な撤去方法が求
められている。
【０００４】
　図５１は、既設のコンクリート床版を撤去するための従来の一般的な撤去方法を、ずれ
止めにより主桁とコンクリート床版が接合された合成桁橋である橋梁１００の既設コンク
リート床版１０２の撤去に用いた際の状況を模式的に示す橋軸方向から見た鉛直断面図で
ある。
【０００５】
　また、図５２は、前記従来の一般的な撤去方法を用いて既設のコンクリート床版を撤去
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する際の代表的な工程を、１つの既設主桁に着目して模式的に記載した鉛直断面図である
。図５２（Ａ）は、既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直角方向に隣り合う
既設主桁１０４の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置
しない部位１０２Ａをクレーン等の吊り上げ手段２００で吊り上げて撤去した後の状態（
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上のコンクリート１０２Ｂが残った状態）を模式的
に示す鉛直断面図であり、図５２（Ｂ）は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残
ったコンクリート１０２Ｂを手はつりで撤去した後の状態を模式的に示す鉛直断面図であ
り、図５２（Ｃ）は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上のコンクリート１０２Ｂの
撤去後に上フランジ１０４Ａ上に残ったずれ止め１０６を撤去した後の状態を模式的に示
す鉛直断面図である。
【０００６】
　この従来の一般的な撤去方法においては、次の１～３の手順のようにして橋梁１００の
既設コンクリート床版１０２の撤去を行う。
【０００７】
１）既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直角方向に隣り合う既設主桁１０４
の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置しない部位１０
２Ａをクレーン等の吊り上げ手段２００で支持できる状態にした後、既設主桁１０４の上
フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両方の外側をコンクリートカッターで、橋軸方向に切
断する（得られる切断面を図５１において鉛直切断面１２０として図示している。鉛直切
断面１２０は橋軸方向に延びる鉛直面である。）とともに、クレーン等の吊り上げ手段２
００で吊り上げやすい大きさとなるように、コンクリートカッターで、既設コンクリート
床版１０２を橋軸直角方向にも切断する（得られる切断面は橋軸直角方向に延びる鉛直面
（図示せず）である。）。なお、本願において、「橋軸直角方向」とは、水平方向であっ
て、かつ、橋軸方向と直交する方向のことを意味する。
【０００８】
２）既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直角方向に隣り合う既設主桁１０４
の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置しない部位１０
２Ａ（以下、単に部位１０２Ａと記すことがある。）をクレーン等の吊り上げ手段２００
で吊り上げて撤去する。この段階で撤去する既設コンクリート床版１０２は、既設主桁１
０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置しない部位１０２Ａであり、部位１０２Ａの撤去
後は、図５２（Ａ）に示すように、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上にはコンクリ
ート１０２Ｂが残存している。既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残ったこのコン
クリート１０２Ｂを、以下、残存コンクリート１０２Ｂと記すことがある。
【０００９】
３）既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面にはスラブアンカーやスタッドジベル等
のずれ止め１０６が溶植されているため、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に
位置する既設コンクリート床版１０２の部位（残存コンクリート１０２Ｂ）は、コンクリ
ートブレーカー等を用いて手はつりで撤去する。図５２（Ｂ）は、既設主桁１０４の上フ
ランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを手はつりで撤去した後の状態を模
式的に示す鉛直断面図であり、この段階では、上フランジ１０４Ａ上にずれ止め１０６が
残っている。上フランジ１０４Ａ上に残ったずれ止め１０６はガス切断等で撤去し、さら
に上フランジ１０４Ａの上面はグラインダー仕上げを行って、図５２（Ｃ）に示すような
状態にする。
【００１０】
　この従来の一般的な撤去方法においては、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方
に位置する既設コンクリート床版１０２の部位１０２Ｂ（残存コンクリート１０２Ｂ）を
手はつりで撤去する作業は、手間がかかり、作業時間を長く要する。また、上フランジ１
０４Ａ上に残ったずれ止め１０６はガス切断等で撤去し、さらに上フランジ１０４Ａの上
面をグラインダーで良好な面に仕上げる作業も、手間がかかり、作業時間を長く要する。
【００１１】
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　このため、橋梁の床版を取り替える際に、従来の一般的な撤去方法を用いて既設コンク
リート床版を撤去する場合、手間がかかり、交通規制の時間が長くなる傾向がある。
【００１２】
　以上説明したような従来の一般的な撤去方法を用いて既設コンクリート床版の撤去を行
った工事例は、例えば非特許文献１で報告されている。
【００１３】
　これに対して、特許文献１には、無端ダイヤモンドワイヤーソーでコンクリート床版の
底面（ハンチ部）を水平方向に切断して、既設主桁の上フランジ上のコンクリートとずれ
止めを同時に切断する橋梁床版切断技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】特開２００９－１１４６８８号公報
【非特許文献】
【００１５】
【非特許文献１】泉谷智之、外３名、「新打尾橋床版補修工事の施工報告　～鋼・コンク
リート合成床版による合成桁の床版取替工事～」、川田技報、川田工業株式会社、２０１
５年、第３４巻
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、既設主桁の上フランジ上のコンクリートとずれ止めを、ワイヤーソーを
用いて既設主桁の上フランジの上面と略平行な方向に同時に切断する場合、ワイヤーソー
による切断方向が、既設主桁の上フランジの上面と略平行な方向からずれることがあり、
既設主桁に損傷を与える可能性があることを、本発明者は見出した。
【００１７】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであって、既設主桁に与える損傷を極力少な
くしつつ、ワイヤーソーを用いて、既設主桁の上フランジ上のコンクリートとずれ止めを
既設主桁の上フランジの上面と略平行な方向に同時に切断することができる既設コンクリ
ート床版の切断装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、以下の既設コンクリート床版の切断装置により、前記課題を解決したもので
ある。
【００１９】
　即ち、本発明に係る既設コンクリート床版の切断装置は、無端状のワイヤーソーと、既
設コンクリート床版が上方に配置されている既設主桁の上フランジの上面近傍を、該上フ
ランジの上面から上方に所定の距離を保って、該上フランジの上面と略平行な方向に前記
ワイヤーソーが進むように案内するガイド部材と、を有することを特徴とする既設コンク
リート床版の切断装置である。
【００２０】
　具体的には例えば、前記ガイド部材の上面は、前記既設主桁の前記上フランジの上面と
略平行になっていて、かつ、前記ガイド部材の上面の高さ位置は、前記既設主桁の前記上
フランジの上面の高さ位置よりも上方であり、さらに、前記ワイヤーソーは前記ガイド部
材の上面よりも上方に位置し、前記ワイヤーソーによる切断は、前記ガイド部材の上面よ
りも上方の位置を、前記ガイド部材の上面と略平行な方向に進行するように構成してもよ
い。
【００２１】
　前記ガイド部材の上面の高さ位置は、前記既設主桁の前記上フランジの上面の高さ位置
よりも２～２０ｍｍ上方であることが好ましい。



(6) JP 2020-2770 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【００２２】
　前記既設主桁の前記上フランジの上面および下面を挟み込むようにして前記既設主桁の
前記上フランジに取り付けられている取り付け部材をさらに備えており、前記ガイド部材
は、前記取り付け部材を介して、前記既設主桁の前記上フランジに取り付けられているよ
うに構成してもよい。
【００２３】
　前記取り付け部材には樋部材が取り付けられており、該樋部材は、その長手方向が前記
ガイド部材の長手方向と略平行になるように、かつ、前記ガイド部材の下方に位置するよ
うに配置されていることが好ましい。
【００２４】
　前記ガイド部材としては、例えば、断面形状がＬ字形の鋼材を用いることができる。
【００２５】
　前記既設コンクリート床版の切断装置は、前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置
する既設コンクリート床版の部位に対して前記既設主桁の長手方向と直交する方向に重心
位置が位置するように配置されていて、かつ、前記既設主桁の前記上フランジの上方に位
置する前記既設コンクリート床版の部位に取り付けられているように構成してもよい。
【００２６】
　前記既設主桁が複数あって、その長手方向と直交する方向に隣り合うように配置されて
いる場合には、前記切断装置に棒状の転倒防止部材をさらに備えさせ、該転倒防止部材を
、隣り合うように配置されている前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置する前記既
設コンクリート床版の部位に該部位を架け渡すように取り付けてもよい。
【００２７】
　また、前記既設コンクリート床版の切断装置は、前記既設主桁に対して前記既設主桁の
長手方向と直交する方向に重心位置が位置するように配置されていて、かつ、前記既設主
桁のウェブに取り付けられているように構成してもよい。
【００２８】
　また、前記既設コンクリート床版の切断装置は、前記既設主桁に対して上方に重心位置
が位置するように配置されていて、かつ、前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置す
る前記既設コンクリート床版の部位に取り付けられているように構成してもよい。
【００２９】
　前記既設主桁は複数あって、その長手方向と直交する方向に隣り合うように配置されて
いる場合には、前記切断装置を、隣り合うように配置されている前記既設主桁の前記上フ
ランジの上方に位置する既設コンクリート床版の部位に該部位を架け渡すように取り付け
、前記ガイド部材を、隣り合うように配置されている前記既設主桁の前記上フランジにそ
れぞれ取り付け、前記ワイヤーソーを架け替えることで、隣り合うように配置されている
前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置する前記既設コンクリート床版の部位を順次
切断できるように構成してもよい。
【００３０】
　前記切断装置に棒状の転倒防止部材をさらに備えさせ、該転倒防止部材は、隣り合うよ
うに配置されている前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置する前記既設コンクリー
ト床版の部位に該部位を架け渡すように取り付けてもよい。
【００３１】
　また、前記既設コンクリート床版の切断装置は、前記既設主桁に支持されている既設コ
ンクリート床版の下面に取り付けられているように構成してもよい。
【００３２】
　前記既設主桁が複数あって、その長手方向と直交する方向に隣り合うように配置されて
いる場合には、前記切断装置を、隣り合うように配置されている前記既設主桁の間に位置
する既設コンクリート床版の下面に取り付け、前記ガイド部材を、隣り合うように配置さ
れている前記既設主桁の前記上フランジにそれぞれ取り付け、前記ワイヤーソーを架け替
えることで、隣り合うように配置されている前記既設主桁の前記上フランジの上方に位置



(7) JP 2020-2770 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

する前記既設コンクリート床版の部位を順次切断できるように構成してもよい。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、既設主桁に与える損傷を極力少なくしつつ、ワイヤーソーを用いて、
既設主桁の上フランジ上のコンクリートとずれ止めを既設主桁の上フランジの上面と略平
行な方向に同時に切断することができる。このため、既設コンクリート床版の撤去の際、
交通規制の時間を短くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０を用いて、既
設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断している
状況を示す斜め上方から見た斜視図
【図２】前記切断装置１０を用いての前記状況を斜め下方から見た斜視図
【図３】前記切断装置１０を用いての前記状況を上方から見た平面図
【図４】前記切断装置１０を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面
図
【図５】前記切断装置１０の取り付け部材４２を拡大して示す斜視図
【図６】前記切断装置１０において、取り付け部材４２にガイド部材４０を取り付ける際
の状況を模式的に示す拡大側面図（既設主桁１０４の長手方向から見た拡大側面図）
【図７】前記切断装置１０において、ガイド部材４０を取り付け部材４２を介して既設主
桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付けた状況を示す拡大側面図（既設主桁１０４の長
手方向から見た拡大側面図）
【図８】前記切断装置１０において、転倒防止部材５４が配置された状況を、既設主桁１
０４の長手方向から見た側面図
【図９】前記切断装置１０において、転倒防止部材５４が配置された状況を、上方から見
た平面図
【図１０】本第１実施形態に係る切断装置１０において、ガイド部材４０および取り付け
部材４２に替えて、ガイド取り付け兼用部材４４を用いた場合の残存コンクリート１０２
Ｂの切断中の状況を模式的に示す側面図
【図１１】本第１実施形態に係る切断装置１０を用いて、残存コンクリート１０２Ｂの切
断を行う場合の施工手順を示すフローチャート
【図１２】第１実施形態に係る切断装置１０を用いて、残存コンクリート１０２Ｂの切断
を行う場合の施工手順において、ステップＳ１～Ｓ６の工程を終えた後の状態を既設主桁
１０４の長手方向から見た側面図
【図１３】隣り合う既設主桁１０４上の切断後の残存コンクリート１０２Ｂを、転倒防止
部材５４とともにクレーン等の吊り上げ手段２００で吊り上げて撤去している状況を模式
的に示す側面図
【図１４】本発明の第２実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置６０を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断してい
る状況を示す斜め上方から見た斜視図
【図１５】前記切断装置６０を用いての前記状況を斜め下方から見た斜視図
【図１６】前記切断装置６０を用いての前記状況を上方から見た平面図
【図１７】前記切断装置６０を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図１８】前記切断装置６０の樋部材６２を示す斜視図
【図１９】前記切断装置６０の樋部材６２の取り付け状態を示す鉛直断面図（樋部材６２
の長手方向から見た鉛直断面図）
【図２０】前記切断装置６０において、樋部材６２が取り付け部材４２に取り付けられた
状態を示す斜め上方から見た斜視図
【図２１】前記切断装置６０の前記状態を斜め下方から見た斜視図
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【図２２】前記切断装置６０の前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面図
【図２３】本発明の第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上の既設コンクリート床版１０２を切断している状
況を示す斜め下方から見た斜視図
【図２４】前記切断装置７０を用いての前記状況を下方から見た平面図
【図２５】前記切断装置７０を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図２６】本発明の第３実施形態に係る切断装置７０を用いて、既設コンクリート床版１
０２の切断を行う場合の施工手順を示すフローチャート
【図２７】本発明の第４実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上の既設コンクリート床版１０２を切断している状
況を示す斜め下方から見た斜視図
【図２８】前記切断装置７４を用いての前記状況を下方から見た平面図
【図２９】前記切断装置７４を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図３０】本発明の第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断してい
る状況を示す斜め上方から見た斜視図
【図３１】前記切断装置８０を用いての前記状況を示す斜め下方から見た斜視図
【図３２】前記切断装置８０を用いての前記状況を上方から見た平面図
【図３３】本第５実施形態に係る切断装置８０を用いて、残存コンクリート１０２Ｂの切
断を行う場合の施工手順を示すフローチャート
【図３４】本発明の第６実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８４を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断してい
る状況を示す斜め上方から見た斜視図
【図３５】前記切断装置８４を用いての前記状況を示す斜め下方から見た斜視図
【図３６】前記切断装置８４を用いての前記状況を上方から見た平面図
【図３７】前記切断装置８４を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図３８】本発明の第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断してい
る状況を示す斜め上方から見た斜視図
【図３９】前記切断装置８６を用いての前記状況を下方から見た平面図
【図４０】前記切断装置８６を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図４１】本第７実施形態に係る切断装置８６を用いて、残存コンクリート１０２Ｂの切
断を行う場合の施工手順を示すフローチャート
【図４２】本発明の第８実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断してい
る状況を示す斜め上方から見た斜視図
【図４３】前記切断装置８８を用いての前記状況を上方から見た平面図
【図４４】前記切断装置８８を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図４５】本発明の第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置する既設コンクリート床版１０２の部
位を切断している状況を示す斜め下方から見た斜視図
【図４６】前記切断装置９１を用いての前記状況を斜め上方から見た斜視図
【図４７】前記切断装置９１を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図４８】本第９実施形態に係る切断装置９１を用いて、既設コンクリート床版１０２の
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切断を行う場合の施工手順を示すフローチャート
【図４９】本発明の第１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上の既設コンクリート床版１０２を切断している
状況を示す斜め下方から見た斜視図
【図５０】前記切断装置９５を用いての前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側
面図
【図５１】既設のコンクリート床版を撤去するための従来の一般的な撤去方法を、橋梁１
００の既設コンクリート床版１０２の撤去に用いた際の状況を模式的に示す橋軸方向から
見た鉛直断面図
【図５２】前記従来の一般的な撤去方法を用いて既設のコンクリート床版を撤去する際の
代表的な工程を、１つの既設主桁に着目して模式的に記載した鉛直断面図であり、（Ａ）
は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上のコンクリート１０２Ｂが残った状態を模式
的に示す鉛直断面図で、（Ｂ）は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残ったコン
クリート１０２Ｂを手はつりで撤去した後の状態を模式的に示す鉛直断面図で、（Ｃ）は
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上のコンクリート１０２Ｂの撤去後に上フランジ
１０４Ａ上に残ったずれ止め１０６を撤去した後の状態を模式的に示す鉛直断面図
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置につ
いて詳細に説明するが、当該切断装置を、図５１に示す橋梁１００の既設コンクリート床
版１０２の撤去に用いる場合について説明する。
【００３６】
（１）第１実施形態
（１－１）第１実施形態の構成
　図１は、本発明の第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０を用いて、
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断してい
る状況を示す斜め上方から見た斜視図であり、図２は、前記状況を斜め下方から見た斜視
図であり、図３は、前記状況を上方から見た平面図であり、図４は、前記状況を既設主桁
１０４の長手方向から見た側面図である。
【００３７】
　本発明の第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０（以下、単に切断装
置１０と記載することがある。）は、既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直
角方向に隣り合う既設主桁１０４の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０
４Ａの上方に位置しない部位１０２Ａをクレーン等の吊り上げ手段２００（図５１参照）
で吊り上げて撤去した後の状態（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残存コンクリ
ート１０２Ｂが残った状態）（図５２（Ａ）参照）において、既設主桁１０４の上フラン
ジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断する際に用いる実施形態である。
また、本第１実施形態に係る切断装置１０の配置位置は、既設主桁１０４の上方の残存コ
ンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方
向）に重心位置が位置するような配置位置である。また、本第１実施形態に係る切断装置
１０の取り付け態様は、当該切断装置１０を残存コンクリート１０２Ｂの橋軸直角方向の
側の側面に取り付ける取り付け態様である。
【００３８】
　本第１実施形態に係る切断装置１０は、本体部２０と、ガイド部材４０と、取り付け部
材４２と、を備えてなる。
【００３９】
　本体部２０は、切断装置１０の切断機能に関連する部位であり、メイン支柱２２と、補
助支柱２４と、駆動プーリ２６と、補助プーリ２８と、ワイヤーソー３０と、駆動装置３
２と、取り付け部３４と、を有してなる。
【００４０】
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　メイン支柱２２および補助支柱２４は、切断装置１０の骨組みとなる部材であり、細長
い四角柱状の鋼製管状体である。メイン支柱２２および補助支柱２４は、連結部材２２Ａ
を介して、お互いの長手方向が略直交するように連結されている。
【００４１】
　メイン支柱２２には、駆動プーリ２６および駆動装置３２が取り付けられており、補助
支柱２４には、４つの補助プーリ２８が取り付けられている。メイン支柱２２は、その一
端にフランジ状に設けられた取り付け部３４を備えており、取り付け部３４はアンカーボ
ルト３６およびナット３６Ａによって残存コンクリート１０２Ｂの橋軸直角方向の側の側
面に取り付けられており、これにより、切断装置１０の本体部２０の全体が残存コンクリ
ート１０２Ｂに取り付けられている。したがって、切断装置１０の本体部２０の全体は、
残存コンクリート１０２Ｂを介して既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付けられ
ていることになる。
【００４２】
　駆動プーリ２６および４つの補助プーリ２８は、略同一平面内に位置しており、駆動プ
ーリ２６および４つの補助プーリ２８を架け渡されたワイヤーソー３０は、この略同一平
面内を回転して進行するようになっている。
【００４３】
　ワイヤーソー３０が進行する駆動力は、駆動装置３２が駆動プーリ２６を回転駆動させ
ることにより得られ、駆動プーリ２６が回転駆動すると、その回転方向にワイヤーソー３
０は進行する。
【００４４】
　メイン支柱２２には、駆動プーリ２６がメイン支柱２２の長手方向に移動できるように
レール機構（図示せず）が設けられており、また、駆動装置３２は、駆動プーリ２６を回
転駆動させるだけでなく、駆動プーリ２６をメイン支柱２２の長手方向に移動させる動力
機構も有しており、駆動プーリ２６をメイン支柱２２の長手方向の適切な位置に移動させ
て、ワイヤーソー３０の張力を安定的に調整することができるようになっている。
【００４５】
　ワイヤーソー３０は、切断装置１０の刃に相当する部材であり、ワイヤーソー３０が切
断対象物（ここでは、残存コンクリート１０２Ｂ）を取り囲むように接触しながら回転し
て進行することにより、残存コンクリート１０２Ｂを、既設主桁１０４の上フランジ１０
４Ａの上面と略平行な方向に切断する。ワイヤーソー３０は、残存コンクリート１０２Ｂ
だけでなく、その内部に存在するずれ止め１０６も同時に切断することができる。ワイヤ
ーソー３０としては、例えば、ダイヤモンド砥粒を埋め込んだビーズを一定間隔に装着し
たダイヤモンドワイヤーを用いることができる。ワイヤーソー３０は、２箇所の貫通孔５
０を挿通させて、残存コンクリート１０２Ｂを上フランジ１０４Ａの上面と略平行な面内
で取り囲むように配置する。貫通孔５０は、残存コンクリート１０２Ｂの下部に設けられ
た貫通孔であり、その長手方向が、既設主桁１０４の長手方向と略直交する方向で、かつ
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向となるように設ける。
【００４６】
　ガイド部材４０は、ワイヤーソー３０が下方向（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ
に接触する方向）にずれないように、ワイヤーソー３０の位置を案内するガイド部材であ
り、断面がＬ字形の鋼材（アングル鋼材）である。ただし、ワイヤーソー３０の位置を案
内するガイド機能を適切に発揮できる部材であれば、ガイド部材４０の材質や形状は特に
は限定されず、ガイド部材４０として、例えば断面が溝形の鋼材を用いてもよい。
【００４７】
　ガイド部材４０は、取り付け部材４２によって、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ
の橋軸直角方向の両端部（図４参照）に、所定の配置位置となるように取り付けられてい
る。
【００４８】
　図５～図７を用いて、ガイド部材４０および取り付け部材４２をさらに説明する。図５
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は、取り付け部材４２を拡大して示す斜視図であり、図６は、取り付け部材４２にガイド
部材４０を取り付ける際の状況を模式的に示す拡大側面図（既設主桁１０４の長手方向か
ら見た拡大側面図）であり、図７は、ガイド部材４０を取り付け部材４２を介して既設主
桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付けた状況を示す拡大側面図（既設主桁１０４の長
手方向から見た拡大側面図）である。
【００４９】
　取り付け部材４２は、本体部４２Ａと、溶接で本体部４２Ａに取り付けられたナット４
２Ｂと、ボルト４２Ｃと、当て板４２Ｄと、全ねじボルト４２Ｅと、を有してなる。
【００５０】
　取り付け部材４２の本体部４２Ａは、上端部４２Ａ１と下端部４２Ａ２とを、対向する
ように備え、かつ、上端部４２Ａ１と下端部４２Ａ２とを連結する中間部４２Ａ３を備え
ている。
【００５１】
　取り付け部材４２を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付ける際には、上フラ
ンジ１０４Ａの上面に取り付け部材４２の上端部４２Ａ１を配置するとともに、当て板４
２Ｄを上フランジ１０４Ａの下面に押し当て、ボルト４２Ｃで締め込むことにより、上端
部４２Ａ１と当て板４２Ｄとで上フランジ１０４Ａの上面および下面を挟み込んで取り付
ける。取り付け部材４２の下端部４２Ａ２には、ボルト４２Ｃの軸部が挿通できる貫通孔
４２Ａ２ａが設けられており、貫通孔４２Ａ２ａの位置と対応する位置にナット４２Ｂが
下端部４２Ａ２に溶接で取り付けられている。ボルト４２Ｃはナット４２Ｂと螺合するよ
うになっている。
【００５２】
　取り付け部材４２は、上端部４２Ａ１と当て板４２Ｄとで上フランジ１０４Ａの上面お
よび下面を挟み込んで、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付けるので、既設主
桁１０４に損傷を与えることなく、かつ、既設主桁１０４に対して溶接を用いずに、既設
主桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付けられている。
【００５３】
　取り付け部材４２の中間部４２Ａ３の外面（上端部４２Ａ１および下端部４２Ａ２が配
置されている側とは反対側の面）には、全ねじボルト４２Ｅが溶接で取り付けられている
。
【００５４】
　ガイド部材４０は、上端部４０Ａと取り付け部４０Ｂとを備えているが、取り付け部４
０Ｂには、取り付け部材４２の全ねじボルト４２Ｅが挿通できる貫通孔４０Ｂ１が設けら
れている。貫通孔４０Ｂ１に全ねじボルト４２Ｅが挿通するようにガイド部材４０を配置
して、ワッシャー４２Ｆを全ねじボルト４２Ｅに挿通させ、さらにナット４２Ｇで締め込
むことにより、ガイド部材４０を取り付け部材４２に取り付けることができる。このよう
にして、ガイド部材４０は、取り付け部材４２を介して既設主桁１０４の上フランジ１０
４Ａに取り付けられている。したがって、ガイド部材４０についても、既設主桁１０４に
損傷を与えることなく、かつ、既設主桁１０４に対して溶接を用いずに、既設主桁１０４
の上フランジ１０４Ａに取り付けられている。
【００５５】
　前述したように、ガイド部材４０および取り付け部材４２は、既設主桁１０４に損傷を
与えることなく、かつ、既設主桁１０４に対して溶接を用いずに、既設主桁１０４の上フ
ランジ１０４Ａに取り付けられている。また、前述したように、切断装置１０の本体部２
０の全体は、残存コンクリート１０２Ｂを介して既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに
取り付けられている。したがって、切断装置１０のいずれの部位（本体部２０、ガイド部
材４０、取り付け部材４２）も、既設主桁１０４に損傷を与えることなく、かつ、既設主
桁１０４に対して溶接を用いずに、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付けられ
ている。
【００５６】
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　図７に示すように、ガイド部材４０を取り付け部材４２を介して既設主桁１０４の上フ
ランジ１０４Ａに取り付けた状態において、ガイド部材４０の上端部４０Ａの上面の高さ
位置は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面の高さ位置よりも距離ｓだけ高くな
っている。このため、ワイヤーソー３０で残存コンクリート１０２Ｂを切断している際、
ワイヤーソー３０と既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面との間は、距離ｓだけ離
れるように調整されている。このため、ワイヤーソー３０による切断は、ガイド部材４０
の上端部４０Ａの上面よりも上方の位置を、ガイド部材４０の上端部４０Ａの上面と略平
行な方向に進行する。
【００５７】
　したがって、本第１実施形態に係る切断装置１０を用いて残存コンクリート１０２Ｂを
切断している最中に、ワイヤーソー３０が既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａと接触す
るリスクが大幅に減じられており、本第１実施形態に係る切断装置１０を用いることによ
り、既設主桁１０４に与える損傷を極力少なくしつつ、既設主桁１０４の上フランジ１０
４Ａ上の残存コンクリート１０２Ｂとずれ止め１０６を、既設主桁１０４の上フランジ１
０４Ａの上面と略平行な方向に同時に切断することができる。
【００５８】
　ワイヤーソー３０と既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面との間の距離ｓは、あ
まり小さすぎると、切断装置１０を用いて切断している最中に、ワイヤーソー３０が既設
主桁１０４の上フランジ１０４Ａと接触するリスクが大きくなる。また、距離ｓがあまり
大きすぎると、切断装置１０での切断後に残るずれ止めの高さが、プレキャストＰＣ床版
等の新設床版と既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａとの間に充填するモルタルの厚さ以
上となり、切断したずれ止めと新設床版とが干渉する恐れがある。これらの観点から、ワ
イヤーソー３０と既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面との間の距離ｓは、２ｍｍ
以上２０ｍｍ以下であることが好ましく、２ｍｍ以上１５ｍｍ以下であることがより好ま
しい。
【００５９】
　なお、本第１実施形態に係る切断装置１０の本体部２０は、残存コンクリート１０２Ｂ
の橋軸直角方向の側の側面に取り付けられているため、残存コンクリート１０２Ｂに取り
付けた切断装置１０の本体部２０の重さで、残存コンクリート１０２Ｂが切断装置１０の
本体部２０とともに転倒して落下してしまう可能性も考えられる。落下してしまう可能性
がある場合には、図８（既設主桁１０４の長手方向から見た側面図）および図９（上方か
ら見た平面図）に示すように、切断装置１０の本体部２０を残存コンクリート１０２Ｂに
取り付ける前に、棒状部材である転倒防止部材５４を、隣り合う残存コンクリート１０２
Ｂの間に架け渡しておくようにする。図８および図９に示す転倒防止部材５４は断面がＬ
字形の棒状部材であり、その両端部が、架け渡した残存コンクリート１０２Ｂのそれぞれ
の上面にアンカーボルト５４Ａで取り付けられている。転倒防止部材５４は、本第１実施
形態に係る切断装置１０の構成部材の１つと考えることもできる。なお、転倒防止部材５
４は、断面がＬ字形の棒状部材に限定されるわけではなく、切断装置１０の本体部２０が
取り付けられた残存コンクリート１０２Ｂが切断装置１０の本体部２０とともに転倒して
落下してしまうことを防止できる剛性および強度を有する部材であれば、形状および材質
は特には限定されない。
【００６０】
　また、本第１実施形態に係る切断装置１０においては、ガイド部材４０と取り付け部材
４２を別々の部材としたが、図１０（ガイド部材４０および取り付け部材４２に替えて、
ガイド取り付け兼用部材４４を用いた場合の残存コンクリート１０２Ｂの切断中の状況を
模式的に示す側面図）に示すように、ガイド部材としての機能と取り付け部材としての機
能を併せ持つガイド取り付け兼用部材４４を用いてもよい。ガイド取り付け兼用部材４４
を用いた方が、取り付けの手間を少なくすることができ、施工性がより向上する。
【００６１】
　また、図１においては、残存コンクリート１０２Ｂを既設主桁１０４の長手方向に短く
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して、クレーン等の吊り上げ手段で撤去しやすくするように、切り込み５２を設けている
が、この切り込み５２を入れる時期は、切断装置１０による切断の前でも後でもどちらで
もよい。
【００６２】
　また、本第１実施形態に係る切断装置１０の配置位置は、既設主桁１０４の上方の残存
コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角
方向）に重心位置が位置するような配置位置である。したがって、本第１実施形態に係る
切断装置１０の配置位置は、その重心位置が、上方から見て既設主桁１０４の側方に位置
するような配置位置である。このため、本第１実施形態に係る切断装置１０を、既設主桁
１０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所に同時に設置することができ、複数設置した
本第１実施形態に係る切断装置１０によって、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる
複数の箇所で同時に、残存コンクリート１０２Ｂの切断を行うことができる。
【００６３】
　また、本第１実施形態に係る切断装置１０の配置位置は、既設主桁１０４の上方の残存
コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角
方向）に重心位置が位置するような配置位置であるので、ワイヤーソー３０による残存コ
ンクリート１０２Ｂの切断は、上方から見て、既設主桁１０４の長手方向と略直交する方
向に全体として進行する。
【００６４】
（１－２）第１実施形態の施工手順
　図１１は、本第１実施形態に係る切断装置１０を用いて、残存コンクリート１０２Ｂの
切断を行う場合の施工手順を示すフローチャートである。ただし、図１１のステップＳ５
の工程、ステップＳ６の工程における壁高欄の切断・撤去、およびステップＳ１４の工程
は、本第１実施形態に係る切断装置１０を用いての残存コンクリート１０２Ｂの切断と直
接的に関連するわけではなく、また、本第１実施形態に係る切断装置１０を用いての残存
コンクリート１０２Ｂの切断を実施する上で必須の工程ではないが、本第１実施形態に係
る切断装置１０を用いての残存コンクリート１０２Ｂの切断を実施して残存コンクリート
１０２Ｂを撤去する際には通常行う工程であるので、説明の都合上、図１１のフローチャ
ートに記載している。図１１のフローチャートを参照しつつ、本第１実施形態に係る切断
装置１０を用いての残存コンクリート１０２Ｂの切断を実施して既設コンクリート床版１
０２の撤去を行う施工手順を説明する。
【００６５】
　ステップＳ１～Ｓ４と、ステップＳ５およびＳ６とは、作業の順番は特には限定されず
、どちらを先に行ってもよい。即ち、ステップＳ１～Ｓ４の工程を行った後、ステップＳ
５およびＳ６の工程を行ってもよいし、ステップＳ５およびＳ６の工程を行った後、ステ
ップＳ１～Ｓ４の工程を行ってもよい。ただし、ステップＳ７の工程に入る前までに、ス
テップＳ１～Ｓ６の全ての工程を終えておく必要がある。なお、ステップＳ１～Ｓ６の工
程は、撤去対象範囲の全ての対象物に対して行う。
【００６６】
　ステップＳ１では、ワイヤーソー３０を通すための貫通孔５０（図１、図６および図７
等参照）を残存コンクリート１０２Ｂに削孔する。貫通孔５０を削孔する部位は、既設主
桁１０４の上フランジ１０４Ａの近傍付近であり、橋軸直角方向（既設主桁１０４の長手
方向と直交する水平方向）に削孔する。
【００６７】
　次に、ステップＳ１で設けた貫通孔５０の入り口近傍付近および出口近傍付近について
、橋軸方向に幅を広げるように残存コンクリート１０２Ｂをはつり、取り付け部材４２を
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付けられるようにす
る（ステップＳ２）。
【００６８】
　次に、ステップＳ２で残存コンクリート１０２Ｂをはつった部位に、取り付け部材４２
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を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに、図６に示すように取り付ける（ステップＳ３
）。図６では、取り付け部材４２を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向
の片側の端部に取り付けた状況を記載しているが、取り付け部材４２は既設主桁１０４の
上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付ける。
【００６９】
　次に、ステップＳ３で取り付けた取り付け部材４２にガイド部材４０を、図７に示すよ
うに取り付ける（ステップＳ４）。
【００７０】
　ステップＳ５では、撤去対象の既設コンクリート床版１０２の表面の舗装を撤去し、ス
テップＳ６で壁高欄および主桁間の床版を切断・撤去する。ステップＳ６を終えると、図
５２（Ａ）に示すように、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方のみに残存コンク
リート１０２Ｂが残った状態になる。
【００７１】
　図１２は、ステップＳ１～Ｓ６の工程を終えた後の状態を既設主桁１０４の長手方向か
ら見た側面図である。図１２に示すように、ステップＳ１～Ｓ６の工程を終えた後の状態
は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方のみに残存コンクリート１０２Ｂが残っ
た状態で、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に、ガイ
ド部材４０および取り付け部材４２を取り付けた状態である。
【００７２】
　ステップＳ１～Ｓ６の工程を終えた後、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０
２Ｂを架け渡すように転倒防止部材５４を配置し、転倒防止部材５４の両端部を、架け渡
した残存コンクリート１０２Ｂのそれぞれの上面にアンカーボルト５４Ａで取り付けて、
図８および図９に示すように、転倒防止部材５４の設置を行う（ステップＳ７）。
【００７３】
　次に、切断装置１０の本体部２０を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２
Ｂの間（転倒防止部材５４を架け渡した隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの間）に配置
して、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの一方へ取り付ける（ステップ
Ｓ８）。具体的には、メイン支柱２２の一端部の取り付け部３４を、アンカーボルト３６
およびナット３６Ａによって一方の残存コンクリート１０２Ｂの橋軸直角方向の側の側面
に取り付けるとともに、ワイヤーソー３０の両端部を２つの貫通孔５０にそれぞれ入り口
側（切断装置１０の本体部２０の側）から挿通させて、挿通させた出口側（切断装置１０
の本体部２０の側とは反対側）で連結して、無端にして、ワイヤーソー３０を、橋軸直角
方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの一方を水平方向に取り囲むように設置する。
このようにして、切断装置１０の本体部２０の全体を、橋軸直角方向に隣り合う残存コン
クリート１０２Ｂの一方に取り付ける。
【００７４】
　ステップＳ８で、切断装置１０の本体部２０の全体を、橋軸直角方向に隣り合う残存コ
ンクリート１０２Ｂの一方に取り付けることが完了したら、駆動装置３２によって、駆動
プーリ２６の位置（メイン支柱２２の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３０の
張力を調整する。ワイヤーソー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によって、
駆動プーリ２６を回転駆動させ、ワイヤーソー３０を一方の残存コンクリート１０２Ｂの
周囲に接触させつつ回転させ、一方の残存コンクリート１０２Ｂの下端部を、既設主桁１
０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断する（ステップＳ９）。
【００７５】
　ステップＳ９で一方の残存コンクリート１０２Ｂの切断を終えたら、切断装置１０の本
体部２０を一方の残存コンクリート１０２Ｂから取り外す（ステップＳ１０）。
【００７６】
　次に、切断装置１０の本体部２０を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２
Ｂの間（転倒防止部材５４を架け渡した隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの間）に再度
配置して、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの他方へ取り付ける（ステ
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ップＳ１１）。具体的には、メイン支柱２２の一端部の取り付け部３４を、アンカーボル
ト３６およびナット３６Ａによって他方の残存コンクリート１０２Ｂの橋軸直角方向の側
の側面に取り付けるとともに、ワイヤーソー３０の両端部を２つの貫通孔５０にそれぞれ
入り口側（切断装置１０の本体部２０の側）から挿通させて、挿通させた出口側（切断装
置１０の本体部２０の側とは反対側）で連結して、無端にして、ワイヤーソー３０を、橋
軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの他方を水平方向に取り囲むように設置
する。このようにして、切断装置１０の本体部２０の全体を、橋軸直角方向に隣り合う残
存コンクリート１０２Ｂの他方に取り付ける。
【００７７】
　ステップＳ１１で、切断装置１０の本体部２０の全体を、橋軸直角方向に隣り合う残存
コンクリート１０２Ｂの他方に取り付けることが完了したら、駆動装置３２によって、駆
動プーリ２６の位置（メイン支柱２２の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３０
の張力を調整する。ワイヤーソー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によって
、駆動プーリ２６を回転駆動させ、ワイヤーソー３０を他方の残存コンクリート１０２Ｂ
の周囲に接触させつつ回転させ、他方の残存コンクリート１０２Ｂの下端部を、既設主桁
１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断する（ステップＳ１２）。
【００７８】
　ステップＳ１２で他方の残存コンクリート１０２Ｂの切断を終えたら、切断装置１０の
本体部２０を他方の残存コンクリート１０２Ｂから取り外す（ステップＳ１３）。
【００７９】
　次に、隣り合う既設主桁１０４上の切断後の残存コンクリート１０２Ｂを、図１３に示
すように、転倒防止部材５４とともにクレーン等の吊り上げ手段２００で吊り上げて撤去
する（ステップＳ１４）。
【００８０】
　そして最後に、ガイド部材４０および取り付け部材４２の取り外しを行って、橋軸直角
方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの撤去の１つのサイクルを完了する（ステップ
Ｓ１５）。
【００８１】
　以上記載した施工手順において、切断装置１０は、既設主桁１０４の上方の残存コンク
リート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）
に重心位置が位置するように配置するので、切断装置１０の配置位置は、その重心位置が
、上方から見て既設主桁１０４の側方に位置するような配置位置であり、本第１実施形態
に係る切断装置１０を、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所に同時に設
置することができる。したがって、以上記載した施工手順による切断は、既設主桁１０４
の長手方向に位置の異なる複数の箇所で同時に行うことができる。
【００８２】
（２）第２実施形態
　図１４は、本発明の第２実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置６０を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断して
いる状況を示す斜め上方から見た斜視図であり、図１５は、前記状況を斜め下方から見た
斜視図であり、図１６は、前記状況を上方から見た平面図であり、図１７は、前記状況を
既設主桁１０４の長手方向から見た側面図である。本第２実施形態に係る既設コンクリー
ト床版の切断装置６０は、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０に樋
部材６２を追加した実施形態であるので、本第２実施形態に係る既設コンクリート床版の
切断装置６０の説明において、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０
と同一の部材または同一の部位には同一の符号を付し、説明は原則として省略する。
【００８３】
　本発明の第２実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置６０（以下、単に切断装
置６０と記載することがある。）は、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装
置１０と同様に、既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直角方向に隣り合う既
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設主桁１０４の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置し
ない部位１０２Ａをクレーン等の吊り上げ手段２００（図５１参照）で吊り上げて撤去し
た後の状態（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残存コンクリート１０２Ｂが残っ
た状態）（図５２（Ａ）参照）において、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残っ
た残存コンクリート１０２Ｂを切断する際に用いる実施形態である。また、本第２実施形
態に係る切断装置６０の配置位置は、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装
置１０と同様に、既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１
０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）に重心位置が位置するような配置位
置である。また、本第２実施形態に係る切断装置６０の取り付け態様は、第１実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置１０と同様に、当該切断装置６０を残存コンクリー
ト１０２Ｂの橋軸直角方向の側の側面に取り付ける取り付け態様である。
【００８４】
　ただし、本発明の第２実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置６０は、ガイド
部材４０の下方に樋部材６２を備えている点が、第１実施形態に係る既設コンクリート床
版の切断装置１０と相違する。
【００８５】
　本第２実施形態に係る切断装置６０は、本体部２０と、ガイド部材４０と、取り付け部
材４２と、樋部材６２と、を備えてなる。
【００８６】
　図１８は、樋部材６２を示す斜視図であり、図１９は、樋部材６２の取り付け状態を示
す鉛直断面図（樋部材６２の長手方向から見た鉛直断面図）である。図２０は、樋部材６
２が取り付け部材４２に取り付けられた状態を示す斜め上方から見た斜視図であり、図２
１は、前記状況を斜め下方から見た斜視図であり、図２２は、前記状況を既設主桁１０４
の長手方向から見た側面図である。
【００８７】
　樋部材６２は、図１８に示すように、本体部６２Ａと、２つの端部壁６２Ｂと、導水管
６２Ｃと、を有してなる。
【００８８】
　本体部６２Ａは、その長手方向から見た形状がＵ字型になっており、上方は開口されて
いる。本体部６２Ａの両端部には端部壁６２Ｂが設けられており、本体部６２Ａおよび２
つの端部壁６２Ｂによって、上方が開口した容器が構成されている。本体部６２Ａの底部
には導水管６２Ｃが連結されており、樋部材６２の内部に貯まった水は、導水管６２Ｃを
介して外部に排出できるようになっている。導水管６２Ｃの下端部に図示せぬゴムホース
等を取り付け、そのゴムホース等で、樋部材６２の内部に貯まった水を所定の場所に導く
ことができる。
【００８９】
　本第２実施形態に係る切断装置６０の取り付け部材４２は、図１９に示すように、下端
部４２Ａ２の先端に取り付け板４２Ａ４を備えており、樋部材６２の本体部６２Ａの側部
が、ボルト６２Ｄおよびナット６２Ｅによって取り付け板４２Ａ４に取り付けられている
。このようにして、樋部材６２は取り付け部材４２に取り付けられており、樋部材６２は
、その長手方向がガイド部材４０の長手方向と略平行になるように、かつ、ガイド部材４
０の下方に位置するように配置されている。
【００９０】
　本第２実施形態に係る切断装置６０は、樋部材６２を備えているので、当該切断装置６
０による残存コンクリート１０２Ｂの切断時に、冷却や粉塵発生防止等のために水を用い
ても、集水作業は容易である。
【００９１】
　樋部材６２の取り付けは、第１実施形態に係る切断装置１０を用いて、残存コンクリー
ト１０２Ｂの切断を行う場合の施工手順を示すフローチャート（図１１参照）において、
ステップＳ４で、取り付け部材４２へガイド部材４０を取り付けた後に、取り付け部材４
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２へ樋部材６２を取り付けるようにすればよい。
【００９２】
　また、樋部材６２の取り外しは、ステップＳ１５で、ガイド部材４０および取り付け部
材４２の取り外しと同時に行えばよい。
【００９３】
（３）第３実施形態
（３－１）第３実施形態の構成
　図２３は、本発明の第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上の既設コンクリート床版１０２を切断している
状況を示す斜め下方から見た斜視図であり、図２４は、前記状況を下方から見た平面図で
あり、図２５は、前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面図である。
【００９４】
　本発明の第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０（以下、単に切断装
置７０と記載することがある。）の配置位置は、既設主桁１０４に対して既設主桁１０４
の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）に重心位置が位置するような配置位置で
ある。
【００９５】
　本発明の第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０の取り付け態様は、
第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、残存コンクリート
１０２Ｂに取り付けるのではなく、当該切断装置７０の本体部７２の取り付け部３４を既
設主桁１０４のウェブ１０４Ｂにボルト３７およびナット３７Ａで取り付ける取り付け態
様である。本発明の第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０は、この取
り付け態様が、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０と相違する。本
発明の第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０の説明において、第１実
施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０と同一の部材または同一の部位には同
一の符号を付し、説明は原則として省略する。
【００９６】
　また、本第３実施形態に係る切断装置７０の配置位置は、既設主桁１０４に対して既設
主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）に重心位置が位置するような
配置位置である。したがって、本第３実施形態に係る切断装置７０の配置位置は、その重
心位置が、上方から見て既設主桁１０４の側方に位置するような配置位置である。このた
め、本第３実施形態に係る切断装置７０を、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる複
数の箇所に同時に設置することができ、複数設置した本第３実施形態に係る切断装置７０
によって、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所で同時に、既設コンクリ
ート床版１０２の切断を行うことができる。
【００９７】
　また、本第３実施形態に係る切断装置７０の配置位置は、既設主桁１０４に対して既設
主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）に重心位置が位置するような
配置位置であるので、ワイヤーソー３０による既設コンクリート床版１０２の切断は、上
方から見て、既設主桁１０４の長手方向と略直交する方向に全体として進行する。
【００９８】
　本第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０は、第１実施形態に係る既
設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、残存コンクリート１０２Ｂに取り付ける
のではなく、当該切断装置７０の本体部７２を既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに取り付
ける取り付け態様であるため、橋軸直角方向に隣り合う既設主桁１０４の間に位置し、か
つ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置しない部位１０２Ａを撤去しなく
ても、当該切断装置７０の本体部７２を既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに取り付けるこ
とができる。
【００９９】
　このため、既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って切断しな
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くても、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの面と略平行（略水平方向）に、上フラン
ジ１０４Ａの上面近傍について既設コンクリート床版１０２を切断装置７０によって切断
することができる。
【０１００】
　したがって、既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って切断せ
ずに、クレーン等で一度に吊り上げて撤去することが可能な場合がある。この場合には、
本第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０を用いることにより、交通規
制の時間をより短くすることができる。
【０１０１】
　また、本第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７０は、第１実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、残存コンクリート１０２Ｂに取り
付けるのではなく、当該切断装置７０の本体部７２を既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに
取り付ける取り付け態様であるため、転倒防止部材５４を設置することは不要である。
【０１０２】
（３－２）第３実施形態の施工手順
　図２６は、本発明の第３実施形態に係る切断装置７０を用いて、既設コンクリート床版
１０２の切断を行う場合の施工手順を示すフローチャートである。ただし、図２６のステ
ップＳ３５の工程、ステップＳ３６の工程、およびステップＳ４１の工程は、本第３実施
形態に係る切断装置７０を用いての既設コンクリート床版１０２の切断と直接的に関連す
るわけではなく、また、本第３実施形態に係る切断装置７０を用いての既設コンクリート
床版１０２の切断を実施する上で必須の工程ではないが、本第３実施形態に係る切断装置
７０を用いての既設コンクリート床版１０２の切断を実施して既設コンクリート床版１０
２を撤去する際には通常行う工程であるので、説明の都合上、図２６のフローチャートに
記載している。図２６のフローチャートを参照しつつ、本第３実施形態に係る切断装置７
０を用いての既設コンクリート床版１０２の切断を実施して既設コンクリート床版１０２
の撤去を行う施工手順を説明する。
【０１０３】
　ステップＳ３１～Ｓ３４と、ステップＳ３５およびＳ３６とは、作業の順番は特には限
定されず、どちらを先に行ってもよい。即ち、ステップＳ３１～Ｓ３４の工程を行った後
、ステップＳ３５およびＳ３６の工程を行ってもよいし、ステップＳ３５およびＳ３６の
工程を行った後、ステップＳ３１～Ｓ３４の工程を行ってもよい。ただし、ステップＳ３
７の工程に入る前までに、ステップＳ３１～Ｓ３６の全ての工程を終えておく必要がある
。なお、ステップＳ３１～Ｓ３６の工程は、撤去対象範囲の全ての対象物に対して行う。
【０１０４】
　ステップＳ３１では、ワイヤーソー３０を通すための貫通孔５０（図１、図６および図
７等参照）を既設コンクリート床版１０２に削孔する。貫通孔５０を削孔する部位は、既
設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの近傍付近であり、橋軸直角方向（既設主桁１０４の
長手方向と直交する水平方向）に削孔する。なお、図１、図６および図７等に記載の貫通
孔５０は残存コンクリート１０２Ｂに対して設けられているが、既設コンクリート床版１
０２に対しても同様の部位に貫通孔を設けることができるので、図１、図６および図７等
に記載の残存コンクリート１０２Ｂを既設コンクリート床版１０２と置き換え、かつ、既
設コンクリート床版１０２に設けた同様の部位の貫通孔を、貫通孔５０と称して以下の説
明を行うこととする（本願明細書の他の箇所においても同様とする。）。
【０１０５】
　ステップＳ３１で設けた貫通孔５０の入り口近傍付近および出口近傍付近について、橋
軸方向に幅を広げるようにコンクリートをはつり、取り付け部材４２を既設主桁１０４の
上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付けられるようにする（ステップＳ３
２）。
【０１０６】
　そして、ステップＳ３２でコンクリートをはつった部位に、取り付け部材４２を既設主
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桁１０４の上フランジ１０４Ａに、図６に示すように取り付ける（ステップＳ３３）。図
６では、取り付け部材４２を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の片側
の端部に取り付けた状況を記載しているが、取り付け部材４２は既設主桁１０４の上フラ
ンジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付ける。
【０１０７】
　そして、ステップＳ３３で取り付けた取り付け部材４２にガイド部材４０を、図７に示
すように取り付ける（ステップＳ３４）。
【０１０８】
　ステップＳ３５では、撤去対象の既設コンクリート床版１０２の表面の舗装を撤去し、
ステップＳ３６で壁高欄を切断・撤去する。本発明の第３実施形態に係る切断装置７０の
本体部７２は、既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに取り付けられており、既設主桁１０４
間の既設コンクリート床版１０２の部位１０２Ａを撤去しなくても取り付けることができ
るので、本発明の第３実施形態に係る切断装置７０を用いて既設コンクリート床版１０２
の切断を行う場合、当該切断装置７０によって既設コンクリート床版１０２の切断を行う
前に、既設主桁１０４間の既設コンクリート床版１０２の部位１０２Ａを撤去することは
行わない。また、転倒防止部材５４を設置することも不要である。
【０１０９】
　ステップＳ３１～Ｓ３６の工程を終えた後、切断装置７０の本体部７２を、既設主桁１
０４の側方（既設主桁１０４に対して既設主桁１０４の長手方向と直交する方向）に配置
して、当該既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに取り付ける（ステップＳ３７）。具体的に
は、メイン支柱２２の一端部の取り付け部３４を、ボルト３７およびナット３７Ａによっ
て当該既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに取り付けるとともに、ワイヤーソー３０の両端
部を２つの貫通孔５０にそれぞれ入り口側（切断装置７０の重心位置がある側）から挿通
させて、挿通させた出口側（切断装置７０の重心位置がある側とは反対側）で連結して、
無端にして、ワイヤーソー３０を、当該既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面の近
傍の既設コンクリート床版１０２の部位を水平方向に取り囲むように設置する。このよう
にして、切断装置７０の全体を、当該既設主桁１０４に取り付ける。
【０１１０】
　ステップＳ３７での切断装置７０の本体部７２の取り付け後、駆動装置３２によって、
駆動プーリ２６の位置（メイン支柱２２の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３
０の張力を調整する。ワイヤーソー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によっ
て、駆動プーリ２６を回転駆動させ、ワイヤーソー３０を、当該既設主桁１０４の上フラ
ンジ１０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０２の部位の周囲に接触させつつ回転
させ、当該既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０
２の部位を、当該既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断する
（ステップＳ３８）。
【０１１１】
　ステップＳ３８での既設コンクリート床版１０２の切断を終えたら、切断装置７０の本
体部７２を当該既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂから取り外す（ステップＳ３９）。
【０１１２】
　次に、切断を終えた既設コンクリート床版１０２の橋軸直角方向に位置する他の既設コ
ンクリート床版１０２についても同様の切断が必要かどうか判断し（ステップＳ４０）、
他の既設コンクリート床版１０２についても同様の切断が必要な場合にはステップＳ３７
に戻り、ステップＳ３７～Ｓ３９の工程を同様に行う。他の既設コンクリート床版１０２
について同様の切断が必要でない場合は、ステップＳ４１に進み、切断後（既設主桁１０
４の上フランジ１０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０２の部位を、当該既設主
桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断した後）の既設コンクリート
床版１０２を、既設主桁１０４の長手方向に切れ目を入れることなく、クレーン等の吊り
上げ手段２００で一度に吊り上げて撤去する（ただし、吊り上げる既設コンクリート床版
１０２の重量とクレーンの吊り上げ能力との関係等から、既設コンクリート床版１０２に
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既設主桁１０４の長手方向に切れ目を入れて、分割してから複数回に分けて吊り上げた方
が好ましければ、そのようにする。）。
【０１１３】
　なお、本第３実施形態に係る切断装置７０の配置位置は、既設主桁１０４に対して既設
主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）に重心位置が位置するような
配置位置であり、当該切断装置７０の重心位置が、上方から見て既設主桁１０４の側方に
位置するような配置位置である。また、その取り付け態様は、切断装置７０の本体部７２
を既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに取り付ける取り付け態様である。
【０１１４】
　したがって、本第３実施形態に係る切断装置７０を用いての切断は、既設主桁１０４の
長手方向に位置の異なる複数の箇所において同時に実施することができる。このため、既
設コンクリート床版１０２の撤去の際、交通規制の時間を短くすることができる。
【０１１５】
　また、前述したように、本第３実施形態に係る切断装置７０を用いての切断においては
、切断後（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０
２の部位を、当該既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断した
後）の既設コンクリート床版１０２を、既設主桁１０４の長手方向に切れ目を入れること
なく、クレーン等の吊り上げ手段２００で一度に吊り上げて撤去することが可能な場合も
ある。この場合には、既設コンクリート床版１０２の撤去の際、交通規制の時間をより短
くすることができる。
【０１１６】
（４）第４実施形態
　図２７は、本発明の第４実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上の既設コンクリート床版１０２を切断している
状況を示す斜め下方から見た斜視図であり、図２８は、前記状況を下方から見た平面図で
あり、図２９は、前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面図である。本第４実
施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４は、第３実施形態に係る既設コンクリ
ート床版の切断装置７０に樋部材７６を追加した実施形態であるので、本第４実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置７４の説明において、第３実施形態に係る既設コン
クリート床版の切断装置７０と同一の部材または同一の部位には同一の符号を付し、説明
は原則として省略する。
【０１１７】
　本発明の第４実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４（以下、単に切断装
置７４と記載することがある。）は、第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装
置７０と同様に、当該切断装置７４の本体部７２の取り付け部３４を既設主桁１０４のウ
ェブ１０４Ｂにボルト３７およびナット３７Ａで取り付ける取り付け態様であり、本第４
実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４の配置位置は、既設主桁１０４に対
して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）に重心位置が位置す
るような配置位置である。
【０１１８】
　ただし、本発明の第４実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４は、ガイド
部材４０の下方に樋部材７６を備えている点が、第３実施形態に係る既設コンクリート床
版の切断装置７０と相違する。
【０１１９】
　本第４実施形態に係る切断装置７４は、本体部７２と、ガイド部材４０と、取り付け部
材４２と、樋部材７６と、を備えてなる。
【０１２０】
　本第４実施形態に係る切断装置７４は、第３実施形態に係る既設コンクリート床版の切
断装置７０と同様に、当該切断装置７４の本体部７２を既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂ
に取り付ける取り付け態様であるため、メイン支柱２２と干渉しないようにする関係上、
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樋部材７６の高さは、第２実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置６０の樋部材
６２の高さよりも低くなっている。それ以外については、樋部材７６の構成は、樋部材６
２と同様である。
【０１２１】
　本第４実施形態に係る切断装置７４は、樋部材７６を備えているので、既設コンクリー
ト床版１０２の切断時（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの面と略平行（略水平方向
）に既設コンクリート床版１０２を切断する際）に、冷却や粉塵発生防止等のために水を
用いても、集水作業は容易である。
【０１２２】
　樋部材７６の取り付けは、第３実施形態に係る切断装置７０を用いて、既設コンクリー
ト床版１０２の切断を行う場合の施工手順を示すフローチャート（図２６参照）において
、ステップＳ３４で、取り付け部材４２へガイド部材４０を取り付けた後に、取り付け部
材４２へ樋部材７６を取り付けるようにすればよい。
【０１２３】
　また、樋部材７６の取り外しは、ステップＳ４２で、ガイド部材４０および取り付け部
材４２の取り外しと同時に行えばよい。
【０１２４】
　また、本第４実施形態に係る切断装置７４は、第３実施形態に係る切断装置７０と同様
に、当該切断装置７４の本体部７２を既設主桁１０４のウェブ１０４Ｂに取り付ける取り
付け態様であるため、既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って
切断しなくても、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの面と略平行（略水平方向）に、
上フランジ１０４Ａの上面近傍について既設コンクリート床版１０２を切断装置７４によ
って切断することができる。
【０１２５】
　したがって、既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って切断せ
ずに、クレーン等で一度に吊り上げて撤去することが可能な場合がある。この場合には、
本第４実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４を用いることにより、交通規
制の時間をより短くすることができる。
【０１２６】
　また、本第４実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置７４は、第１、第２実施
形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０、６０とは相違し、残存コンクリート１
０２Ｂに取り付けるのではなく、当該切断装置７４の本体部７２を既設主桁１０４のウェ
ブ１０４Ｂに取り付ける取り付け態様であるため、転倒防止部材５４を設置することは不
要である。
【０１２７】
（５）第５実施形態
（５－１）第５実施形態の構成
　図３０は、本発明の第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断して
いる状況を示す斜め上方から見た斜視図であり、図３１は、前記状況を示す斜め下方から
見た斜視図であり、図３２は、前記状況を上方から見た平面図である。
【０１２８】
　本発明の第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０（以下、単に切断装
置８０と記載することがある。）の配置位置は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの
上方であって、残存コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向（橋軸方向
）に重心位置が位置するような配置位置である。
【０１２９】
　本発明の第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０の本体部８２の取り
付け態様は、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、残存
コンクリート１０２Ｂの橋軸直角方向の側の側面ではなく、当該切断装置８０の本体部８
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２を残存コンクリート１０２Ｂの橋軸方向の側の側面に取り付ける取り付け態様である。
本発明の第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０は、配置位置および取
り付け態様が、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０と相違する。本
発明の第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０の説明において、第１実
施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０と同一の部材または同一の部位には同
一の符号を付し、説明は原則として省略する。
【０１３０】
　本第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０の配置位置は、第１実施形
態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、既設主桁１０４の上フランジ
１０４Ａの上方であって、残存コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向
（橋軸方向）に重心位置が位置するような配置位置であるため、当該切断装置８０は既設
主桁１０４の上フランジ１０４Ａによって下方から支持されている。このため、本第５実
施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０を用いて残存コンクリート１０２Ｂの
切断を行う場合、転倒防止部材５４を設置することは不要である。
【０１３１】
（５－２）第５実施形態の施工手順
　図３３は、本第５実施形態に係る切断装置８０を用いて、残存コンクリート１０２Ｂの
切断を行う場合の施工手順を示すフローチャートである。ただし、図３３のステップＳ５
５の工程、ステップＳ５６の工程における壁高欄の切断・撤去、およびステップＳ６０の
工程は、本第５実施形態に係る切断装置８０を用いての残存コンクリート１０２Ｂの切断
と直接的に関連するわけではなく、また、本第５実施形態に係る切断装置８０を用いての
残存コンクリート１０２Ｂの切断を実施する上で必須の工程ではないが、本第５実施形態
に係る切断装置８０を用いての残存コンクリート１０２Ｂの切断を実施して残存コンクリ
ート１０２Ｂを撤去する際には通常行う工程であるので、説明の都合上、図３３のフロー
チャートに記載している。図３３のフローチャートを参照しつつ、本第５実施形態に係る
切断装置８０を用いての残存コンクリート１０２Ｂの切断を実施して既設コンクリート床
版１０２の撤去を行う施工手順を説明する。
【０１３２】
　ステップＳ５１～Ｓ５４と、ステップＳ５５およびＳ５６とは、作業の順番は特には限
定されず、どちらを先に行ってもよい。即ち、ステップＳ５１～Ｓ５４の工程を行った後
、ステップＳ５５およびＳ５６の工程を行ってもよいし、ステップＳ５５およびＳ５６の
工程を行った後、ステップＳ５１～Ｓ５４の工程を行ってもよい。ただし、ステップＳ５
７の工程に入る前までに、ステップＳ５１～Ｓ５６の全ての工程を終えておく必要がある
。なお、ステップＳ５１～Ｓ５６の工程は、撤去対象範囲の全ての対象物に対して行う。
【０１３３】
　ステップＳ５１では、ワイヤーソー３０を通すための貫通孔５０（図１、図６および図
７等参照）を残存コンクリート１０２Ｂに削孔する。貫通孔５０を削孔する部位は、既設
主桁１０４の上フランジ１０４Ａの近傍付近であり、橋軸直角方向（既設主桁１０４の長
手方向と直交する水平方向）に削孔する。
【０１３４】
　次に、ステップＳ５１で設けた貫通孔５０の入り口近傍付近および出口近傍付近につい
て、橋軸方向に幅を広げるように残存コンクリート１０２Ｂをはつり、取り付け部材４２
を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付けられるように
する（ステップＳ５２）。
【０１３５】
　次に、ステップＳ５２で残存コンクリート１０２Ｂをはつった部位に、取り付け部材４
２を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに、図６に示すように取り付ける（ステップＳ
５３）。図６では、取り付け部材４２を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角
方向の片側の端部に取り付けた状況を記載しているが、取り付け部材４２は既設主桁１０
４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付ける。
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【０１３６】
　次に、ステップＳ５３で取り付けた取り付け部材４２にガイド部材４０を、図７に示す
ように取り付ける（ステップＳ５４）。
【０１３７】
　ステップＳ５５では、撤去対象の既設コンクリート床版１０２の表面の舗装を撤去し、
ステップＳ５６で壁高欄および主桁間の床版を切断・撤去する。ステップＳ５６を終える
と、図５２（Ａ）に示すように、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方のみに残存
コンクリート１０２Ｂが残った状態になる。
【０１３８】
　図１２は、ステップＳ５１～Ｓ５６の工程を終えた後の状態を既設主桁１０４の長手方
向から見た側面図である。図１２に示すように、ステップＳ５１～Ｓ５６の工程を終えた
後の状態は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方のみに残存コンクリート１０２
Ｂが残った状態で、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部
に、ガイド部材４０および取り付け部材４２を取り付けた状態である。
【０１３９】
　ステップＳ５１～Ｓ５６の工程を終えた後、切断装置８０の本体部８２を、既設主桁１
０４の上フランジ１０４Ａの上方であって、残存コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁
１０４の長手方向（橋軸方向）に重心位置が位置するように配置する。そして、本発明の
第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０の本体部８２を、残存コンクリ
ート１０２Ｂの橋軸方向の側の側面に取り付ける（ステップＳ５７）。具体的には、メイ
ン支柱２２の一端部の取り付け部３４を、アンカーボルト３６およびナット３６Ａによっ
て残存コンクリート１０２Ｂの橋軸方向の側の側面に取り付けるとともに、ワイヤーソー
３０の一端部を貫通孔５０に挿通させて、他端部と連結して、無端にして、ワイヤーソー
３０を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの一方を水平方向に取り囲む
ように設置する。このようにして、切断装置８０の本体部８２の全体を、残存コンクリー
ト１０２Ｂに取り付ける。
【０１４０】
　ステップＳ５７で、切断装置８０の本体部８２の全体を、残存コンクリート１０２Ｂに
取り付けることが完了したら、駆動装置３２によって、駆動プーリ２６の位置（メイン支
柱２２の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３０の張力を調整する。ワイヤーソ
ー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によって、駆動プーリ２６を回転駆動さ
せ、ワイヤーソー３０を残存コンクリート１０２Ｂの周囲に接触させつつ回転させ、残存
コンクリート１０２Ｂの下端部を、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行
な方向に切断する（ステップＳ５８）。
【０１４１】
　ステップＳ５８で残存コンクリート１０２Ｂの切断を終えたら、切断装置８０の本体部
８２を残存コンクリート１０２Ｂから取り外す（ステップＳ５９）。
【０１４２】
　次に、既設主桁１０４上の切断後の残存コンクリート１０２Ｂを、クレーン等の吊り上
げ手段２００で吊り上げて撤去する（ステップＳ６０）。
【０１４３】
　そして最後に、ガイド部材４０および取り付け部材４２の取り外しを行って、残存コン
クリート１０２Ｂの撤去の１つのサイクルを完了する（ステップＳ６１）。
【０１４４】
（６）第６実施形態
　図３４は、本発明の第６実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８４を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断して
いる状況を示す斜め上方から見た斜視図であり、図３５は、前記状況を示す斜め下方から
見た斜視図であり、図３６は、前記状況を上方から見た平面図であり、図３７は、前記状
況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面図である。本第６実施形態に係る既設コンク
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リート床版の切断装置８４は、第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０
に樋部材６２を追加した実施形態であるので、本第６実施形態に係る既設コンクリート床
版の切断装置８４の説明において、第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置
８０と同一の部材または同一の部位には同一の符号を付し、説明は原則として省略する。
【０１４５】
　本発明の第６実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８４（以下、単に切断装
置８４と記載することがある。）は、第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装
置８０と同様に、その配置位置が既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方であって、
残存コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向（橋軸方向）に重心位置が
位置するような配置位置である。
【０１４６】
　また、本発明の第６実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８４の本体部８２
の取り付け態様は、第５実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０と同様に、
当該切断装置８４の本体部８２を残存コンクリート１０２Ｂの橋軸方向の側の側面に取り
付ける取り付け態様である。
【０１４７】
　ただし、本発明の第６実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８４は、ガイド
部材４０の下方に樋部材６２を備えている点が、第５実施形態に係る既設コンクリート床
版の切断装置８０と相違する。
【０１４８】
　本第６実施形態に係る切断装置８４は、本体部８２と、ガイド部材４０と、取り付け部
材４２と、樋部材６２と、を備えてなる。本第６実施形態に係る切断装置８４の樋部材６
２は、第２実施形態に係る切断装置６０の樋部材６２と同一であるので、説明は省略する
。
【０１４９】
　本第６実施形態に係る切断装置８４は、樋部材６２を備えているので、既設コンクリー
ト床版１０２の切断時（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの面と略平行（略水平方向
）に既設コンクリート床版１０２を切断する際）に、冷却や粉塵発生防止等のために水を
用いても、集水作業は容易である。
【０１５０】
　樋部材６２の取り付けは、第５実施形態に係る切断装置８０を用いて、残存コンクリー
ト１０２Ｂの切断を行う場合の施工手順を示すフローチャート（図３３参照）において、
ステップＳ５４で、取り付け部材４２へガイド部材４０を取り付けた後に、取り付け部材
４２へ樋部材６２を取り付けるようにすればよい。
【０１５１】
　また、樋部材６２の取り外しは、ステップＳ６１で、ガイド部材４０および取り付け部
材４２の取り外しと同時に行えばよい。
【０１５２】
　また、本第６実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８４の配置位置は、第５
実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８０と同様に、既設主桁１０４の上フラ
ンジ１０４Ａの上方であって、残存コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手
方向（橋軸方向）に重心位置が位置するような配置位置であるため、当該切断装置８４は
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａによって下方から支持されている。このため、本第
６実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８４を用いて残存コンクリート１０２
Ｂの切断を行う場合、転倒防止部材５４を設置することは不要である。
【０１５３】
（７）第７実施形態
（７－１）第７実施形態の構成
　図３８は、本発明の第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断して
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いる状況を示す斜め上方から見た斜視図であり、図３９は、前記状況を上方から見た平面
図であり、図４０は、前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面図である。本第
７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６の説明において、第１実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置１０と同一の部材または同一の部位には同一の符号
を付し、説明は原則として省略する。
【０１５４】
　本発明の第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６（以下、単に切断装
置８６と記載することがある。）は、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装
置１０と同様に、既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直角方向に隣り合う既
設主桁１０４の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置し
ない部位１０２Ａをクレーン等の吊り上げ手段２００（図５１参照）で吊り上げて撤去し
た後の状態（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残存コンクリート１０２Ｂが残っ
た状態）（図５２（Ａ）参照）において、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残っ
た残存コンクリート１０２Ｂを切断する際に用いる実施形態である。また、本第７実施形
態に係る切断装置８６の配置位置は、第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装
置１０と同様に、既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１
０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角方向）に重心位置が位置するような配置位
置である。また、本第７実施形態に係る切断装置８６の取り付け態様は、第１実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置１０と同様に、当該切断装置８６を残存コンクリー
ト１０２Ｂの橋軸直角方向の側の側面に取り付ける取り付け態様である。
【０１５５】
　ただし、本発明の第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６の本体部８
７のメイン支柱２３は、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの側面の間を
架け渡すことができるように長さが長く、かつ、伸縮可能になっており、さらに、メイン
支柱２３の両端部の下方には、４つの補助プーリ２８が取り付けられた補助支柱２４が取
り付けられている。メイン支柱２３の両端部の取り付け部３４は、長手方向と直交する方
向に隣り合うように配置されている既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂの
対向する側面それぞれにアンカーボルト３６およびナット３６Ａによって取り付けられて
おり、メイン支柱２３は隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの間を架け渡すように取り付
けられている。ガイド部材４０は、隣り合うように配置されている既設主桁１０４の上フ
ランジ１０４Ａにそれぞれ取り付けられている。本第７実施形態に係る既設コンクリート
床版の切断装置８６は、このような構成を備えているので、ワイヤーソー３０を架け替え
ることで、隣り合うように配置されている既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０
２Ｂそれぞれを順次切断することができるようになっている。
【０１５６】
　このため、既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂの１つの切断が完了する
ごとに切断装置８６を取り外す必要はなく、既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１
０２Ｂの１つの切断が完了したら、ワイヤーソー３０のみを架け替えることで、隣り合う
ように配置されているもう一方の既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂの切
断を行うことができる。
【０１５７】
　このため、本第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６を用いることに
より、既設コンクリート床版１０２の切断作業および撤去作業をより効率的に行うことが
できる。
【０１５８】
　また、本第７実施形態に係る切断装置８６の配置位置は、既設主桁１０４の上方の残存
コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角
方向）に重心位置が位置するような配置位置である。したがって、本第７実施形態に係る
切断装置８６の配置位置は、その重心位置が、上方から見て既設主桁１０４の側方に位置
するような配置位置である。このため、本第７実施形態に係る切断装置８６を、既設主桁
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１０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所に同時に設置することができ、複数設置した
本第７実施形態に係る切断装置８６によって、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる
複数の箇所で同時に、残存コンクリート１０２Ｂの切断を行うことができる。
【０１５９】
　また、本第７実施形態に係る切断装置８６の配置位置は、既設主桁１０４の上方の残存
コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角
方向）に重心位置が位置するような配置位置であるので、ワイヤーソー３０による残存コ
ンクリート１０２Ｂの切断は、上方から見て、既設主桁１０４の長手方向と略直交する方
向に全体として進行する。
【０１６０】
　なお、本第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６は、メイン支柱２３
の両端部の取り付け部３４が、長手方向と直交する方向に隣り合うように配置されている
既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂの対向する側面それぞれに取り付けら
れており、メイン支柱２３が、隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの間を架け渡すように
取り付けられている。このため、本第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置
８６を用いて残存コンクリート１０２Ｂの切断を行う場合、転倒防止部材５４を設置しな
くても、切断装置８６の本体部８７の落下に対する安全性が確保できることも考えられる
。切断装置８６の本体部８７の落下に対する安全性が確保できる場合には、本第７実施形
態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６を用いて残存コンクリート１０２Ｂの切断
を行う際に転倒防止部材５４を設置しなくてもよい。転倒防止部材５４を設置する場合は
、転倒防止部材５４を本第７実施形態に係る切断装置８６の構成部材の１つと考えること
もできる。
【０１６１】
（７－２）第７実施形態の施工手順
　図４１は、本第７実施形態に係る切断装置８６を用いて、残存コンクリート１０２Ｂの
切断を行う場合の施工手順を示すフローチャートである。ただし、図４１のステップＳ７
５の工程、ステップＳ７６の工程における壁高欄の切断・撤去、およびステップＳ８３の
工程は、本第７実施形態に係る切断装置８６を用いての既設コンクリート床版の切断と直
接的に関連するわけではなく、また、本第７実施形態に係る切断装置８６を用いての既設
コンクリート床版の切断を実施する上で必須の工程ではないが、本第７実施形態に係る切
断装置８６を用いての既設コンクリート床版の切断を実施して既設コンクリート床版を撤
去する際には通常行う工程であるので、説明の都合上、図４１のフローチャートに記載し
ている。図４１のフローチャートを参照しつつ、本第７実施形態に係る切断装置８６を用
いての既設コンクリート床版の切断を実施して既設コンクリート床版の撤去を行う施工手
順を説明する。
【０１６２】
　ステップＳ７１～Ｓ７４と、ステップＳ７５およびＳ７６とは、作業の順番は特には限
定されず、どちらを先に行ってもよい。即ち、ステップＳ７１～Ｓ７４の工程を行った後
、ステップＳ７５およびＳ７６の工程を行ってもよいし、ステップＳ７５およびＳ７６の
工程を行った後、ステップＳ７１～Ｓ７４の工程を行ってもよい。ただし、ステップＳ７
７の工程に入る前までに、ステップＳ７１～Ｓ７６の全ての工程を終えておく必要がある
。なお、ステップＳ７１～Ｓ７６の工程は、撤去対象範囲の全ての対象物に対して行う。
【０１６３】
　ステップＳ７１では、ワイヤーソー３０を通すための貫通孔５０（図１、図６および図
７等参照）を残存コンクリート１０２Ｂに削孔する。貫通孔５０を削孔する部位は、既設
主桁１０４の上フランジ１０４Ａの近傍付近であり、橋軸直角方向（既設主桁１０４の長
手方向と直交する水平方向）に削孔する。
【０１６４】
　ステップＳ７１で設けた貫通孔５０の入り口近傍付近および出口近傍付近について、橋
軸方向に幅を広げるようにコンクリートをはつり、取り付け部材４２を既設主桁１０４の
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上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付けられるようにする（ステップＳ７
２）。
【０１６５】
　そして、ステップＳ７２でコンクリートをはつった部位に、取り付け部材４２を既設主
桁１０４の上フランジ１０４Ａに、図６に示すように取り付ける（ステップＳ７３）。図
６では、取り付け部材４２を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の片側
の端部に取り付けた状況を記載しているが、取り付け部材４２は既設主桁１０４の上フラ
ンジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付ける。
【０１６６】
　そして、ステップＳ７３で取り付けた取り付け部材４２にガイド部材４０を、図７に示
すように取り付ける（ステップＳ７４）。
【０１６７】
　ステップＳ７５では、撤去対象の既設コンクリート床版１０２の表面の舗装を撤去し、
ステップＳ７６で壁高欄および主桁間の床版を切断・撤去する。ステップＳ７６を終える
と、図５２（Ａ）に示すように、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方のみに残存
コンクリート１０２Ｂが残った状態になる。
【０１６８】
　図１２は、ステップＳ７１～Ｓ７６の工程を終えた後の状態を既設主桁１０４の長手方
向から見た側面図である。図１２に示すように、ステップＳ７１～Ｓ７６の工程を終えた
後の状態は、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方のみに残存コンクリート１０２
Ｂが残った状態で、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部
に、ガイド部材４０および取り付け部材４２を取り付けた状態である。
【０１６９】
　ステップＳ７１～Ｓ７６の工程を終えた後、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート
１０２Ｂを架け渡すように転倒防止部材５４を配置し、転倒防止部材５４の両端部を、架
け渡した残存コンクリート１０２Ｂのそれぞれの上面にアンカーボルト５４Ａで取り付け
て、図３８～図４０に示すように、転倒防止部材５４の設置を行う（ステップＳ７７）。
【０１７０】
　次に、切断装置８６を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの間（転倒
防止部材５４を架け渡した隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの間）に配置して、橋軸直
角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの対向する側面へ架け渡すように取り付ける
（ステップＳ７８）。具体的には、メイン支柱２３の一端部の取り付け部３４を、アンカ
ーボルト３６およびナット３６Ａによって一方の残存コンクリート１０２Ｂの橋軸直角方
向の側の側面に取り付け、かつ、メイン支柱２３の他方の一端部の取り付け部３４を、ア
ンカーボルト３６およびナット３６Ａによって他方の残存コンクリート１０２Ｂの橋軸直
角方向の側の側面に取り付ける。そして、一方の残存コンクリート１０２Ｂについて、ワ
イヤーソー３０の両端部を２つの貫通孔５０にそれぞれ入り口側（切断装置８６の重心位
置がある側）から挿通させて、挿通させた出口側（切断装置８６の重心位置がある側とは
反対側）で連結して、無端にして、ワイヤーソー３０を、橋軸直角方向に隣り合う残存コ
ンクリート１０２Ｂの一方を水平方向に取り囲むように設置する。このようにして、切断
装置８６の本体部８７を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの両方に架
け渡すように取り付けるとともに、切断装置８６のワイヤーソー３０を所定の位置に配置
して、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂの両方への切断装置８６の取り
付けを行う。
【０１７１】
　ステップＳ７８で、切断装置８６を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２
Ｂの両方に取り付けることが完了したら、駆動装置３２によって、駆動プーリ２６の位置
（メイン支柱２３の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３０の張力を調整する。
ワイヤーソー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によって、駆動プーリ２６を
回転駆動させ、ワイヤーソー３０を一方の残存コンクリート１０２Ｂの周囲に接触させつ
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つ回転させ、一方の残存コンクリート１０２Ｂの下端部を、既設主桁１０４の上フランジ
１０４Ａの上面と略平行な方向に切断する（ステップＳ７９）。
【０１７２】
　ステップＳ７９で一方の残存コンクリート１０２Ｂの切断を終えたら、ワイヤーソー３
０を架け替えて、残存コンクリート１０２Ｂの他方を水平方向に取り囲むように設置する
（ステップＳ８０）。具体的には、他方の残存コンクリート１０２Ｂについて、ワイヤー
ソー３０の両端部を２つの貫通孔５０にそれぞれ入り口側（切断装置８６の重心位置があ
る側）から挿通させて、挿通させた出口側（切断装置８６の重心位置がある側とは反対側
）で連結して、無端にして、ワイヤーソー３０を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリ
ート１０２Ｂの他方を水平方向に取り囲むように設置する。
【０１７３】
　ステップＳ８０で、ワイヤーソー３０を、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１
０２Ｂの他方に架け替えることが完了したら、駆動装置３２によって、駆動プーリ２６の
位置（メイン支柱２３の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３０の張力を調整す
る。ワイヤーソー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によって、駆動プーリ２
６を回転駆動させ、ワイヤーソー３０を他方の残存コンクリート１０２Ｂの周囲に接触さ
せつつ回転させ、他方の残存コンクリート１０２Ｂの下端部を、既設主桁１０４の上フラ
ンジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断する（ステップＳ８１）。
【０１７４】
　ステップＳ８１で他方の残存コンクリート１０２Ｂの切断を終えたら、切断装置８６を
、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート１０２Ｂから取り外す（ステップＳ８２）。
【０１７５】
　次に、隣り合う既設主桁１０４上の切断後の残存コンクリート１０２Ｂを、図１３に示
すように、転倒防止部材５４とともにクレーン等の吊り上げ手段２００で吊り上げて撤去
する（ステップＳ８３）。ステップＳ８３で、橋軸直角方向に隣り合う残存コンクリート
１０２Ｂの撤去の１つのサイクルを完了する。
【０１７６】
　なお、本第７実施形態に係る切断装置８６の配置位置は、既設主桁１０４の上方の残存
コンクリート１０２Ｂに対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直角
方向）に重心位置が位置するような配置位置であり、切断装置８６の重心位置が、上方か
ら見て既設主桁１０４の側方に位置するような配置位置である。また、その取り付け態様
は、切断装置８６を残存コンクリート１０２Ｂの橋軸直角方向の側の側面に取り付ける取
り付け態様である。
【０１７７】
　したがって、本第７実施形態に係る切断装置８６を用いての既設コンクリート床版１０
２の切断は、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所において同時に実施す
ることができる。このため、既設コンクリート床版１０２の撤去の際、交通規制の時間を
短くすることができる。
【０１７８】
　また、本第７実施形態に係る切断装置８６を用いての既設コンクリート床版１０２の切
断においては、既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂの１つの切断が完了す
るごとに切断装置８６を取り外す必要はなく、既設主桁１０４の上方の残存コンクリート
１０２Ｂの１つの切断が完了したら、ワイヤーソー３０のみを架け替えることで、隣り合
うように配置されているもう一方の既設主桁１０４の上方の残存コンクリート１０２Ｂの
切断を行うことができる。
【０１７９】
　このため、本第７実施形態に係る切断装置８６を用いることにより、既設コンクリート
床版１０２の切断作業および撤去作業をより効率的に行うことができる。
【０１８０】
（８）第８実施形態
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　図４２は、本発明の第８実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上に残った残存コンクリート１０２Ｂを切断して
いる状況を示す斜め上方から見た斜視図であり、図４３は、前記状況を上方から見た平面
図であり、図４４は、前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面図である。
【０１８１】
　本第８実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８は、第７実施形態に係る既
設コンクリート床版の切断装置８６に樋部材６２を追加した実施形態であるので、本第８
実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８の説明において、第７実施形態に係
る既設コンクリート床版の切断装置８６と同一の部材または同一の部位には同一の符号を
付し、説明は原則として省略する。
【０１８２】
　本第８実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８は、ガイド部材４０の下方
に樋部材６２を備えている点が、第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８
６と相違する。第８実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８の備える樋部材
６２は、第２実施形態に係る切断装置６０の樋部材６２と同様であるので、説明は省略す
る。
【０１８３】
　本第８実施形態に係る切断装置８８は、樋部材６２を備えているので、当該切断装置８
８による残存コンクリート１０２Ｂの切断時に、冷却や粉塵発生防止等のために水を用い
ても、集水作業は容易である。
【０１８４】
　樋部材６２の取り付けは、第７実施形態に係る切断装置８６を用いて、残存コンクリー
ト１０２Ｂの切断を行う場合の施工手順を示すフローチャート（図４１参照）において、
ステップＳ７４で、取り付け部材４２へガイド部材４０を取り付けた後に、取り付け部材
４２へ樋部材６２を取り付けるようにすればよい。
【０１８５】
　また、樋部材６２の取り外しは、ステップＳ８４で、ガイド部材４０および取り付け部
材４２の取り外しと同時に行えばよい。
【０１８６】
　なお、本第８実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８は、第７実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置８６に樋部材６２を追加した実施形態であるので、
第７実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６の発揮できる効果は、同様に発
揮することができ、本第８実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８８は、第７
実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置８６の発揮できる効果に加えて、樋部材
６２を備えることによる前記効果をさらに発揮することができる。
【０１８７】
（９）第９実施形態
（９－１）第９実施形態の構成
　図４５は、本発明の第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いて
、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上の既設コンクリート床版１０２を切断している
状況を示す斜め下方から見た斜視図であり、図４６は、前記状況を斜め上方から見た斜視
図であり、図４７は、前記状況を既設主桁１０４の長手方向から見た側面図である。図４
６では、図示の都合上、既設コンクリート床版１０２は想像線（２点鎖線）で記載してい
る。本発明の第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１の説明において、
第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０と同一の部材または同一の部位
には同一の符号を付し、説明は原則として省略する。
【０１８８】
　本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１（以下、単に切断装置９１
と記載することがある。）は、本体部９２と、垂直取り付け部９４と、ガイド部材４０と
、取り付け部材４２と、を備えてなる。
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【０１８９】
　本体部９２は、メイン支柱９３と、補助支柱２４と、駆動プーリ２６と、補助プーリ２
８と、ワイヤーソー３０と、駆動装置３２と、を有してなり、垂直取り付け部９４を介し
て既設コンクリート床版１０２の下面に取り付けられている。
【０１９０】
　メイン支柱９３および補助支柱２４は、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の
切断装置９１の骨組みとなる部材であり、細長い四角柱状の鋼製管状体である。メイン支
柱９３の両端に、補助支柱２４の中央部が、メイン支柱９３および補助支柱２４のお互い
の長手方向が略直交するように溶接で連結されており、切断装置９１が既設コンクリート
床版１０２の下面に取り付けられた状態を下方から見ると、切断装置９１の骨格はＨ形に
なっている。
【０１９１】
　メイン支柱９３と補助支柱２４との交点部（補助支柱２４の中央部）の上面には、垂直
取り付け部９４の下端が溶接で取り付けられており、本第９実施形態に係る切断装置９１
の本体部９２は、垂直取り付け部９４を介して既設コンクリート床版１０２の下面に取り
付けられている。
【０１９２】
　メイン支柱９３には、駆動プーリ２６および駆動装置３２が取り付けられており、補助
支柱２４には、４つの補助プーリ２８が取り付けられている。
【０１９３】
　駆動プーリ２６および４つの補助プーリ２８は、略同一平面内に位置しており、駆動プ
ーリ２６および４つの補助プーリ２８を架け渡されたワイヤーソー３０は、この略同一平
面内を回転して進行するようになっている。
【０１９４】
　ワイヤーソー３０が進行する駆動力は、駆動装置３２が駆動プーリ２６を回転駆動させ
ることにより得られ、駆動プーリ２６が回転駆動すると、その回転方向にワイヤーソー３
０は進行する。
【０１９５】
　メイン支柱９３には、駆動プーリ２６がメイン支柱９３の長手方向に移動できるように
レール機構（図示せず）が設けられており、また、駆動装置３２は、駆動プーリ２６を回
転駆動させるだけでなく、駆動プーリ２６をメイン支柱９３の長手方向に移動させる動力
機構も有しており、駆動プーリ２６をメイン支柱９３の長手方向の適切な位置に移動させ
て、ワイヤーソー３０の張力を安定的に調整することができるようになっている。
【０１９６】
　ワイヤーソー３０は、切断装置９１の刃に相当する部材であり、ワイヤーソー３０が切
断対象物（ここでの切断対象物は、既設コンクリート床版１０２の部位のうち、既設主桁
１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置する部位）を取り囲むように接触しながら回転
して進行することにより、前記切断対象物を、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上
面と略平行な方向に切断する。ワイヤーソー３０は、前記切断対象物のコンクリートだけ
でなく、その内部に存在するずれ止め１０６も同時に切断することができる。ワイヤーソ
ー３０としては、例えば、ダイヤモンド砥粒を埋め込んだビーズを一定間隔に装着したダ
イヤモンドワイヤーを用いることができる。ワイヤーソー３０は、２箇所の貫通孔５０を
挿通させて、前記切断対象物を上フランジ１０４Ａの上面と略平行な面内で取り囲むよう
に配置する。貫通孔５０は、前記切断対象物の下部に設けられた貫通孔であり、その長手
方向が、既設主桁１０４の長手方向と略直交する方向で、かつ、既設主桁１０４の上フラ
ンジ１０４Ａの上面と略平行な方向となるように設ける。
【０１９７】
　ガイド部材４０は、ワイヤーソー３０が下方向（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ
に接触する方向）にずれないように、ワイヤーソー３０の位置を案内するガイド部材であ
り、断面がＬ字形の鋼材（アングル鋼材）である。ただし、ワイヤーソー３０の位置を案
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内するガイド機能を適切に発揮できる部材であれば、ガイド部材４０の材質や形状は特に
は限定されず、ガイド部材４０として、例えば断面が溝形の鋼材を用いてもよい。
【０１９８】
　ガイド部材４０は、図４６に示すように、取り付け部材４２によって、既設主桁１０４
の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に、所定の配置位置となるように取り付け
られている。また、ガイド部材４０は、図４５に示すように、切断装置９１の本体部９２
に隣接して橋軸直角方向に隣り合う両方の既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付
けられている。
【０１９９】
　ガイド部材４０が既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａに取り付けられていることによ
り、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いて既設主桁１０４
の上フランジ１０４Ａの上方の既設コンクリート床版１０２の部位を切断している最中に
、ワイヤーソー３０が既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａと接触するリスクが大幅に減
じられており、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いること
により、既設主桁１０４に与える損傷を極力少なくしつつ、既設主桁１０４の上フランジ
１０４Ａ上のコンクリートとずれ止め１０６を、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの
上面と略平行な方向に同時に切断することができる。
【０２００】
　垂直取り付け部９４は、定着鋼板９４Ａと、アンカーボルト９４Ｂと、垂直連結部材９
４Ｃと、を有してなり、本第９実施形態に係る切断装置９１の本体部９２を既設コンクリ
ート床版１０２の下面に取り付ける役割を有する。
【０２０１】
　定着鋼板９４Ａは、垂直取り付け部９４の上端部に位置する鋼板部材であり、定着鋼板
９４Ａの下面に垂直連結部材９４Ｃの上端が溶接で取り付けられており、定着鋼板９４Ａ
は、フランジ状に設けられている。定着鋼板９４Ａは、既設コンクリート床版１０２の下
面に接するように配置されていて、アンカーボルト９４Ｂによって既設コンクリート床版
１０２の下面に取り付けられる。
【０２０２】
　垂直連結部材９４Ｃは、四角柱状の鋼製管状体であり、その上端が定着鋼板９４Ａの下
面に溶接で取り付けられており、その下端が本体部９２の補助支柱２４の中央部の上面に
溶接で取り付けられている。
【０２０３】
　本発明の第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１の取り付け態様は、
第１実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、残存コンクリート
１０２Ｂに取り付けるのではなく、当該切断装置９１の本体部９２を既設コンクリート床
版１０２の下面に垂直取り付け部９４を介して取り付ける取り付け態様であり、本発明の
第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１の配置位置は、橋軸直角方向に
隣り合う既設主桁１０４の間の既設コンクリート床版１０２の下方に重心位置が位置する
ような配置位置である。
【０２０４】
　このため、本第９実施形態に係る切断装置９１を、既設主桁１０４の長手方向に位置の
異なる複数の箇所に同時に設置することができ、複数設置した本第９実施形態に係る切断
装置９１によって、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所で同時に、既設
コンクリート床版１０２の切断を行うことができる。
【０２０５】
　また、図４５に示すように、本第９実施形態に係る切断装置９１の配置位置は、上方か
ら見て、既設主桁１０４に対して既設主桁１０４の長手方向と直交する水平方向（橋軸直
角方向）に重心位置が位置するような配置位置であるので、ワイヤーソー３０による既設
コンクリート床版１０２の切断は、上方から見て、既設主桁１０４の長手方向と略直交す
る方向に全体として進行する。
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【０２０６】
　また、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１は、第１実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、残存コンクリート１０２Ｂに取り
付けるのではなく、当該切断装置９１の本体部９２を垂直取り付け部９４を介して既設コ
ンクリート床版１０２の下面に取り付ける取り付け態様であるため、切断装置９１の使用
は、既設コンクリート床版１０２の部位１０２Ａ（既設コンクリート床版１０２の部位の
うち、橋軸直角方向に隣り合う既設主桁１０４の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上
フランジ１０４Ａの上方に位置しない部位１０２Ａ）の撤去がなされていないことが前提
となる。
【０２０７】
　このため、既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って切断して
いない状態で、切断装置９１による切断（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの面と略
平行（略水平方向）に、上フランジ１０４Ａの上面近傍について既設コンクリート床版１
０２を切断）を行うことになる。
【０２０８】
　したがって、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いた場合
、既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って切断せずに、クレー
ン等で一度に吊り上げて撤去することが可能となる場合がある。この場合には、本第９実
施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いることにより、交通規制の時間
をより短くすることができる。
【０２０９】
　さらに、本発明の第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１の本体部９
２は、前述したように、メイン支柱９３の両端部に、４つの補助プーリ２８が取り付けら
れた補助支柱２４が取り付けられている。また、ガイド部材４０は、隣り合うように配置
されている既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａにそれぞれ取り付けられている。このた
め、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いて既設コンクリー
ト床版１０２の切断を行う場合には、ワイヤーソー３０を架け替えることで、隣り合うよ
うに配置されている既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方の既設コンクリート床版
１０２の部位を順次切断することができるようになっている。
【０２１０】
　このため、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方の既設コンクリート床版１０２
の部位の１つの切断が完了するごとに切断装置９１を取り外す必要はなく、既設主桁１０
４の上フランジ１０４Ａの上方の既設コンクリート床版１０２の部位について切断が完了
したら、ワイヤーソー３０のみを架け替えることで、隣り合うように配置されているもう
一方の既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方の既設コンクリート床版１０２の部位
についても切断を行うことができる。
【０２１１】
　このため、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いることに
より、既設コンクリート床版１０２の切断作業および撤去作業をより効率的に行うことが
できる。
【０２１２】
　また、本第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１は、第１実施形態に
係る既設コンクリート床版の切断装置１０とは相違し、残存コンクリート１０２Ｂに取り
付けるのではなく、当該切断装置９１の本体部９２を垂直取り付け部９４を介して既設コ
ンクリート床版１０２の下面に取り付ける取り付け態様であるため、転倒防止部材５４を
設置することは不要である。
【０２１３】
（９－２）第９実施形態の施工手順
　図４８は、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いて、既設コンクリート床版１０２
の切断を行う場合の施工手順を示すフローチャートである。ただし、図４８のステップＳ
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９５の工程、ステップＳ９６の工程における壁高欄の切断・撤去、およびステップＳ１０
３の工程は、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いての既設コンクリート床版の切断
と直接的に関連するわけではなく、また、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いての
既設コンクリート床版の切断を実施する上で必須の工程ではないが、本第９実施形態に係
る切断装置９１を用いての既設コンクリート床版の切断を実施して既設コンクリート床版
を撤去する際には通常行う工程であるので、説明の都合上、図４８のフローチャートに記
載している。図４８のフローチャートを参照しつつ、本第９実施形態に係る切断装置９１
を用いての既設コンクリート床版の切断を実施して既設コンクリート床版の撤去を行う施
工手順を説明する。
【０２１４】
　ステップＳ９１～Ｓ９４と、ステップＳ９５およびＳ９６とは、作業の順番は特には限
定されず、どちらを先に行ってもよい。即ち、ステップＳ９１～Ｓ９４の工程を行った後
、ステップＳ９５およびＳ９６の工程を行ってもよいし、ステップＳ９５およびＳ９６の
工程を行った後、ステップＳ９１～Ｓ９４の工程を行ってもよい。ただし、ステップＳ９
７の工程に入る前までに、ステップＳ９１～Ｓ９６の全ての工程を終えておく必要がある
。なお、ステップＳ９１～Ｓ９６の工程は、撤去対象範囲の全ての対象物に対して行う。
【０２１５】
　ステップＳ９１では、ワイヤーソー３０を通すための貫通孔５０（図１、図６および図
７等参照）を既設コンクリート床版１０２に削孔する。貫通孔５０を削孔する部位は、既
設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの近傍付近であり、橋軸直角方向（既設主桁１０４の
長手方向と直交する水平方向）に削孔する。
【０２１６】
　ステップＳ９１で設けた貫通孔５０の入り口近傍付近および出口近傍付近について、橋
軸方向に幅を広げるようにコンクリートをはつり、取り付け部材４２を既設主桁１０４の
上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付けられるようにする（ステップＳ９
２）。
【０２１７】
　そして、ステップＳ９２でコンクリートをはつった部位に、取り付け部材４２を既設主
桁１０４の上フランジ１０４Ａに、図６に示すように取り付ける（ステップＳ９３）。図
６では、取り付け部材４２を既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの橋軸直角方向の片側
の端部に取り付けた状況を記載しているが、取り付け部材４２は既設主桁１０４の上フラ
ンジ１０４Ａの橋軸直角方向の両端部に取り付ける。
【０２１８】
　そして、ステップＳ９３で取り付けた取り付け部材４２にガイド部材４０を、図７に示
すように取り付ける（ステップＳ９４）。
【０２１９】
　ステップＳ９５では、撤去対象の既設コンクリート床版１０２の表面の舗装を撤去し、
ステップＳ９６で壁高欄および主桁間の床版を切断・撤去する。
【０２２０】
　ステップＳ９１～Ｓ９４と、ステップＳ９５およびＳ９６とは、作業の順番は特には限
定されず、どちらを先に行ってもよい。即ち、ステップＳ９１～Ｓ９４の工程を行った後
、ステップＳ９５およびＳ９６の工程を行ってもよいし、ステップＳ９５およびＳ９６の
工程を行った後、ステップＳ９１～Ｓ９４の工程を行ってもよい。ただし、ステップＳ９
７の工程に入る前までに、ステップＳ９１～Ｓ９６の全ての工程を終えておく必要がある
。なお、ステップＳ９１～Ｓ９６の工程は、撤去対象範囲の全ての対象物に対して行う。
【０２２１】
　本発明の第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１は、既設コンクリー
ト床版１０２の下面に垂直取り付け部９４を介して取り付ける。したがって、本第９実施
形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１を用いての切断においては、既設コンク
リート床版１０２の部位１０２Ａ（既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直角



(34) JP 2020-2770 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

方向に隣り合う既設主桁１０４の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４
Ａの上方に位置しない部位１０２Ａ）の撤去がなされていないことが前提となる。
【０２２２】
　このため、既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って切断して
いない状態で、切断装置９１による切断（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの面と略
平行（略水平方向）に、上フランジ１０４Ａの上面近傍について既設コンクリート床版１
０２を切断）を行うことになる。
【０２２３】
　したがって、切断装置９１を用いて既設コンクリート床版１０２の切断を行った場合、
既設コンクリート床版１０２を既設主桁１０４の長手方向に沿って切断せずに、クレーン
等で一度に吊り上げて撤去することが可能となる場合がある。この場合には、切断装置９
１を用いることにより、交通規制の時間をより短くすることができる。
【０２２４】
　また、切断装置９１を用いる場合、転倒防止部材５４を設置することも不要である。
【０２２５】
　ステップＳ９１～Ｓ９６の工程を終えた後、切断装置９１を、既設コンクリート床版１
０２の下面に垂直取り付け部９４を介して取り付ける（ステップＳ９７）。具体的には、
垂直取り付け部９４の定着鋼板９４Ａを、アンカーボルト９４Ｂによって既設コンクリー
ト床版１０２の下面に取り付ける。また、切断装置９１を取り付けた位置の両側の既設主
桁１０４のうちの一方の上フランジ１０４Ａの上方に位置する既設コンクリート床版１０
２の部位に設けた２つの貫通孔５０に、ワイヤーソー３０の両端部をそれぞれ入り口側（
切断装置９１の重心位置がある側）から挿通させて、挿通させた出口側（切断装置９１の
重心位置がある側とは反対側）で連結して、無端にして、ワイヤーソー３０を、一方の既
設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面の近傍の既設コンクリート床版１０２の部位を
水平方向に取り囲むように設置する。このようにして、切断装置９１の全体を、一方の既
設主桁１０４に取り付ける。
【０２２６】
　ステップＳ９７での切断装置９１の取り付け後、駆動装置３２によって、駆動プーリ２
６の位置（メイン支柱９３の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３０の張力を調
整する。ワイヤーソー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によって、駆動プー
リ２６を回転駆動させ、ワイヤーソー３０を、一方の既設主桁１０４の上フランジ１０４
Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０２の部位の周囲に接触させつつ回転させ、一方
の既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０２の部位
を、一方の既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断する（ステ
ップＳ９８）。
【０２２７】
　ステップＳ９８で、切断装置９１を取り付けた位置の両側の既設主桁１０４のうちの一
方の上フランジ１０４Ａの上方に位置する既設コンクリート床版１０２の部位の切断を終
えたら、ワイヤーソー３０の架け替えを行う（ステップＳ９９）。具体的には、切断装置
９１を取り付けた位置の両側の既設主桁１０４のうちの他方の上フランジ１０４Ａの上面
の近傍の既設コンクリート床版１０２の部位を水平方向に取り囲むように、ワイヤーソー
３０を設置する。
【０２２８】
　ステップＳ９９でのワイヤーソー３０の架け替え後、駆動装置３２によって、駆動プー
リ２６の位置（メイン支柱９３の長手方向の位置）を調整して、ワイヤーソー３０の張力
を調整する。ワイヤーソー３０の張力を適切に調整したら、駆動装置３２によって、駆動
プーリ２６を回転駆動させ、ワイヤーソー３０を、他方の既設主桁１０４の上フランジ１
０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０２の部位の周囲に接触させつつ回転させ、
他方の既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０２の
部位を、他方の既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断する（
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ステップＳ１００）。
【０２２９】
　ステップＳ１００で、切断装置９１を取り付けた位置の両側の既設主桁１０４のうちの
他方の上フランジ１０４Ａの上方に位置する既設コンクリート床版１０２の部位の切断も
終えたら、切断装置９１を既設コンクリート床版１０２の下面から取り外す（ステップＳ
１０１）。
【０２３０】
　次に、切断を終えた既設コンクリート床版１０２の部位の橋軸直角方向の他の部位につ
いても同様の切断が必要かどうか判断し（ステップＳ１０２）、橋軸直角方向の他の部位
についても同様の切断が必要な場合にはステップＳ９７に戻り、ステップＳ９８～Ｓ１０
１の工程を同様に行う。切断を終えた既設コンクリート床版１０２の部位の橋軸直角方向
の他の部位について同様の切断が必要でない場合は、ステップＳ１０３に進み、切断後（
既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面近傍の既設コンクリート床版１０２の部位を
、当該既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と略平行な方向に切断した後）の既設
コンクリート床版１０２を、既設主桁１０４の長手方向に切れ目を入れることなく、クレ
ーン等の吊り上げ手段２００で一度に吊り上げて撤去する（ただし、吊り上げる既設コン
クリート床版１０２の重量とクレーンの吊り上げ能力との関係等から、既設コンクリート
床版１０２に既設主桁１０４の長手方向に切れ目を入れて、分割してから複数回に分けて
吊り上げた方が好ましければ、そのようにする。）。
【０２３１】
　なお、本第９実施形態に係る切断装置９１の配置位置は、橋軸直角方向に隣り合う既設
主桁１０４の間の既設コンクリート床版１０２の下方に重心位置が位置するような配置位
置であり、また、その取り付け態様は、切断装置９１を当該既設コンクリート床版１０２
の下面に取り付ける取り付け態様である。
【０２３２】
　このため、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いての既設コンクリート床版１０２
の切断においては、用いる切断装置９１を、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる複
数の箇所に同時に設置することができ、複数設置した切断装置９１によって、既設主桁１
０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所で同時に、既設コンクリート床版１０２の切断
を行うことができる。
【０２３３】
　したがって、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いての既設コンクリート床版の切
断は、既設主桁１０４の長手方向に位置の異なる複数の箇所において同時に実施すること
ができる。このため、既設コンクリート床版１０２の撤去の際、交通規制の時間を短くす
ることができる。
【０２３４】
　また、前述したように、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いての既設コンクリー
ト床版の切断においては、切断後（既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面近傍の既
設コンクリート床版１０２の部位を、当該既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上面と
略平行な方向に切断した後）の既設コンクリート床版１０２を、既設主桁１０４の長手方
向に切れ目を入れることなく、クレーン等の吊り上げ手段２００で一度に吊り上げて撤去
することが可能な場合もある。この場合には、既設コンクリート床版１０２の撤去の際、
交通規制の時間をより短くすることができる。
【０２３５】
　さらに、本第９実施形態に係る切断装置９１は、前述したように、メイン支柱９３の両
端部に、４つの補助プーリ２８が取り付けられた補助支柱２４が取り付けられている。こ
のため、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いての既設コンクリート床版の切断では
、ワイヤーソー３０を架け替えることで、隣り合うように配置されている既設主桁１０４
の上フランジ１０４Ａの上方の既設コンクリート床版１０２の部位を順次切断することが
できるようになっている。
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【０２３６】
　このため、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置する既設コンクリート床
版１０２の部位の１つの切断が完了するごとに切断装置９１を取り外す必要はなく、既設
主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置する既設コンクリート床版１０２の部位に
ついて切断が完了したら、ワイヤーソー３０のみを架け替えることで、隣り合うように配
置されているもう一方の既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置する既設コン
クリート床版１０２の部位についても同様に切断を行うことができる。
【０２３７】
　このため、本第９実施形態に係る切断装置９１を用いることにより、既設コンクリート
床版１０２の切断作業および撤去作業をより効率的に行うことができる。
【０２３８】
　また、本第９実施形態に係る切断装置９１は、垂直取り付け部９４を介して既設コンク
リート床版１０２の下面に取り付ける取り付け態様であるため、転倒防止部材５４を設置
することは不要である。
【０２３９】
（１０）第１０実施形態
　図４９は、本発明の第１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５を用い
て、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａ上の既設コンクリート床版１０２を切断してい
る状況を示す斜め下方から見た斜視図であり、図５０は、前記状況を既設主桁１０４の長
手方向から見た側面図である。
【０２４０】
　本第１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５は、第９実施形態に係る
既設コンクリート床版の切断装置９１に樋部材６２を追加した実施形態であるので、本第
１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５の説明において、第９実施形態
に係る既設コンクリート床版の切断装置９１と同一の部材または同一の部位には同一の符
号を付し、説明は原則として省略する。
【０２４１】
　本第１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５は、ガイド部材４０の下
方に樋部材６２を備えている点が、第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置
９１と相違する。第１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５の備える樋
部材６２は、第２実施形態に係る切断装置６０の樋部材６２と同様であるので、説明は省
略する。
【０２４２】
　本第１０実施形態に係る切断装置９５は、樋部材６２を備えているので、当該切断装置
９５による残存コンクリート１０２Ｂの切断時に、冷却や粉塵発生防止等のために水を用
いても、集水作業は容易である。
【０２４３】
　樋部材６２の取り付けは、第１０実施形態に係る切断装置９５を用いて、既設コンクリ
ート床版１０２の切断を行う場合の施工手順を示すフローチャート（図４８参照）におい
て、ステップＳ９４で、取り付け部材４２へガイド部材４０を取り付けた後に、取り付け
部材４２へ樋部材６２を取り付けるようにすればよい。
【０２４４】
　また、樋部材６２の取り外しは、ステップＳ１０４で、ガイド部材４０および取り付け
部材４２の取り外しと同時に行えばよい。
【０２４５】
　なお、本第１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５は、第９実施形態
に係る既設コンクリート床版の切断装置９１に樋部材６２を追加した実施形態であるので
、第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１の発揮できる効果は、同様に
発揮することができ、本第１０実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９５は、
第９実施形態に係る既設コンクリート床版の切断装置９１の発揮できる効果に加えて、樋
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部材６２を備えることによる前記効果をさらに発揮することができる。
【符号の説明】
【０２４６】
　１０、６０、７０、７４、８０、８４、８６、８８、９１、９５…切断装置
　２０、７２、８７、９２…本体部
　２２、２３、９３…メイン支柱
　２２Ａ…連結部材
　２４…補助支柱
　２６…駆動プーリ
　２８…補助プーリ
　３０…ワイヤーソー
　３２…駆動装置
　３４…取り付け部
　３６、５４Ａ、９４Ｂ…アンカーボルト
　３６Ａ、３７Ａ…ナット
　３７…ボルト
　４０…ガイド部材
　４２…取り付け部材
　４４…ガイド取り付け兼用部材
　５０…貫通孔
　５２…切り込み
　５４…転倒防止部材
　６２、７６…樋部材
　９４…垂直取り付け部
　９４Ａ…定着鋼板
　９４Ｃ…垂直連結部材
　１００…橋梁
　１０２…既設コンクリート床版
　１０２Ａ…既設コンクリート床版１０２の部位のうち、橋軸直角方向に隣り合う既設主
桁１０４の間に位置し、かつ、既設主桁１０４の上フランジ１０４Ａの上方に位置しない
部位
　１０２Ｂ…残存コンクリート
　１０４…既設主桁
　１０４Ａ…上フランジ
　１０４Ｂ…ウェブ
　１０６…ずれ止め
　１２０…鉛直切断面
　２００…吊り上げ手段
　ｓ…距離
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